
平成２７年度庄内南部定住自立圏共生ビジョン懇談会 
 

日時：平成 27年 11月 16日（月）午後 2時～ 

場所：鶴岡市役所６階 大会議室 
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１. 『定住自立圏構想』とは (総務省ホームページより) 

 
我が国は、今後、総人口の減少及び少子化・高齢化の進行が見込まれています。今後は、三大

都市圏でも人口減少が見込まれますが、特に地方においては、大幅な人口減少と急速な少子化・

高齢化が見込まれています。  

 このような状況を踏まえ、地方圏において安心して暮らせる地域を各地に形成し、地方圏から

三大都市圏への人口流出を食い止めるとともに、三大都市圏の住民にもそれぞれのライフステー

ジやライフスタイルに応じた居住の選択肢を提供し、地方圏への人の流れを創出することが求め

られています。  

 市町村の主体的取組として、「中心市」の都市機能と「連携市町村」の農林水産業、自然環境、

歴史、文化など、それぞれの魅力を活用して、NPO や企業といった民間の担い手を含め、相互に

役割分担し、連携・協力することにより、地域住民のいのちと暮らしを守るため圏域全体で必要

な生活機能を確保し、地方圏への人口定住を促進する政策です。  

 平成 21年 4月から全国展開し、現在、各地で取組が進んでいます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国の取組状況 

平成 27年 10月 1日現在の状況は、次のとおりです。 

宣言中心市 123市 中心市宣言を行った市の数 

定住自立圏 95圏域 
定住自立圏形成協定の締結又は定住自立圏形成方針の策
定により形成された定住自立圏の数 

ビジョン策定市 92市 定住自立圏共生ビジョンを策定した宣言中心市の数 

資料 １ 
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２.庄内南部定住自立圏形成推進体制 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○医療・福祉部会 

○教育部会 

○産業部会 

○生活・環境部会 

○社会基盤部会 

○結びつきﾈｯﾄﾜｰｸ部会 

○圏域ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部会 

共生ビジョン懇談会 
【構成員】取組内容に関連する分野の組織 
     総合計画審議会委員等 20 名以内 
     （2 町から 2 名ずつ参加） 

庄内南部定住自立圏形成推進会議 

【構成員】鶴岡市,三川町,庄内町３市町の首長 

庄内南部定住自立圏形成検討委員会 

【構成員】３市町の副首長 

庄内南部定住自立圏形成幹事会  

【構成員】３市町の広域行政担当部課の長及び 
担当職員 

ワーキング部会 

【構成員】各想定連携分野に関連する３市町の 
担当課の職員 

事務局 鶴岡市企画部政策企画課 
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３.庄内南部定住自立圏形成までの経過とスケジュール 
 
H23

年

度 

3月 中心市宣言 平成 24年 3月 22 日  

H24

年

度 

6月 議決事件条例の議決 6月定例会 

7月 検討委員会の開催(7.31) ○協定書(案)について 

8月 推進会議の開催(8.10) 同上 

9月 形成協定の議決 9月定例会 

10月 形成協定の締結(10.5)及び公表 協定合同調印式 

11月 共生ﾋﾞｼﾞｮﾝ懇談会の開催（11.26） 
○体制、協定内容等の確認 

○共生ビジョン素案へのご意見 

1月 共生ﾋﾞｼﾞｮﾝ懇談会の開催（1.17） ○共生ビジョン案へのご意見 

2月 検討委員会の開催（2.12） ○共生ビジョン案について 

 推進会議の開催（2.19） 同上 

 パブリックコメントの実施  

3月 共生ﾋﾞｼﾞｮﾝの策定及び公表（3.21）  

H25

年

度 

2月 共生ﾋﾞｼﾞｮﾝ懇談会の開催(2.18) ○共生ビジョン案へのご意見 

3月 共生ﾋﾞｼﾞｮﾝの改訂及び公表(3.20)  

H26

年

度 

11月 共生ﾋﾞｼﾞｮﾝ懇談会の開催(11.21) ○共生ビジョン案へのご意見 

3月 共生ビジョンの改訂及び公表（3.31）  

H27

年

度 

11月 共生ﾋﾞｼﾞｮﾝ懇談会の開催(11.16) ○共生ビジョン案へのご意見 

12月 
市総合計画幹事会の開催 

【協定変更時】(12.上旬) 
○協定変更案について 

1月 

検討委員会(副首長) の開催 

【協定変更時】 

○協定変更案について 

○共生ビジョン案について 

推進会議(首長)の開催 同上 

3月 

変更協定の議決 【協定変更時】 3月定例会 

変更協定の締結  

共生ビジョンの改訂及び公表  
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４.庄内南部定住自立圏の協定項目一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３つの視点

①医師の確保対策の充実
②休日及び夜間における診療体制の充実
③南庄内がん緩和ケアの充実
④がん検診受診率向上に向けた取組みの拡大

対象分野 具体的な連携の取組み

Ⅰ.生活機能の強
化に係る政策
分野

医療

福祉

教育

①病児・病後児保育施設の相互利用
②一時保育施設の相互利用
③鶴岡市子ども家庭支援センターの広域利用
④介護認定審査事務の共同処理

①鶴岡市中央公民館女性センターの広域利用

Ⅱ.結びつきや
ネットワークの
強化に係る政
策分野

地域公共交通 ①圏域公共交通ネットワークの確保維持及び利用促進

道路等の交通インフ
ラの整備

①道路整備や維持管理の連携による市町道ネットワー
クの向上

地域の生産者・消費
者等の連携による
地産地消

①地域産材利活用の推進

地域内外の住民と
の交流･移住促進 ①婚活対策の拡大

Ⅲ.圏域マネジメ
ント能力の強化
に係る政策分
野

中心市等における外部
からの行政及び民間人

材の確保
圏域内市町村の職員等
の交流

定
住
自
立
圏
全
体
の
活
性
化
を
通
じ
た
人
口
定
住
の
促
進

産業振興 ①圏域の産業人材の育成

②雇用・就労支援対策の推進
③水田農業の研究・研修活動等の促進

④育苗施設等農業施設の相互利用
⑤内水面漁業の振興対策の充実

⑥観光推進団体等支援の充実
⑦圏域観光の魅力発信の連携強化

⑧食文化や映画を活かした地域文化の発信、創造的
人材の育成

⑨林業の振興と木質バイオマスの利用促進

その他 ①下水道事業の災害時等連携

①圏域の地域活力向上に資する合同研修・交流等職員
の人材育成
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共生ビジョンの見直しに関する取組み調書 担 当 課 名  荘内病院 総務課 

対象分野名 医療 

具体的取組み項

目名 
医師等の確保対策の充実 

１． ①医学生への修学資金貸与 

将来的に当院に勤務する医師の確保に向け、修学資金貸与制度を２５年４月に創

設した。２５年度の貸与者は３名、２６年度４名、２７年度には新たに１名に貸与し、合

計８名に貸与し、将来的な医師確保に向け取り組んでいる。 

  （学年別内訳） １年生 1 名、２年生 ３名、３年生 2 名、４年生 １名、6 年生 1 名 

②オープンホスピタル事業 

医学部・薬学部への進学を考えている高校生を対象に、２３年度から開始した事業

であり、２６年度は１１名の参加があり、将来的な医師確保に取り組んでいる。 

③病院説明会への参加 

２６年度に参加した説明会は、山形県病院ガイダンス(５月、山形市)、東北合同説

明会(７月、仙台市)、レジナビフェア 2014 ｉｎ東京(７月)、レジナビフェア 2015 ｉｎ福岡

(２７年 3 月)、レジナビフェア 2015 ｉｎ東京(２７年３月)。 

説明会への参加に加え、全国の医学部から当院への医学生見学を積極的に受け入

れており、２６年度は研修医の募集定員５名に対し、５名を受け入れることができた。２

７年度は１名を受け入れている。 

④ステューデント・ドクター(診療参加型臨床実習医学生) 

医師の県内定着を図ることなどを目的として、山形大学医学部が実施している臨床

実習医学生(５年生、６年生)の受入れを 25 年１月から開始した。２５年（１月～７月）は

１６名、２６年（１月～７月）は１１名を受け入れるとともに、２６年度からは新潟大学の医

学生も受け入れを行い、２６年６月から７月まで２名の学生の受入れを行い、医学生か

ら荘内病院の医療環境を肌で実感してもらった。 

⑤医師公舎の整備 

医師の居住環境の充実を図るため、老朽化した医師公舎の整備について、具体的

な検討を２４年度から開始し、ＰＦＩ手法による整備を決定。２５年度には落札者の決

定、まちづくり協議会との打合せ、鶴岡市景観審議会・鶴岡市都市計画審議会での

協議などを踏まえ、２６年度から着工し２７年６月に新医師公舎（４０戸）が完成した。 

⑥大学への協力依頼 

新潟大学や山形大学などに随時、医師派遣の要請を行い、医師確保に努めてい

るが、新たに、首都圏の複数の大学にも医師派遣の協力をお願いし、医師の確保に

向けた取り組みを行っている。 

⑦民間人材紹介会社の活用 

民間の人材紹介会社からの医師紹介を積極的に活用しており、２７年４月に新たに

医師 1 名を雇用することができた。 

実施状況及びその

評価 

２． 医師の増員に向けては、臨床研修医制度など困難な種々の課題があるが、上記の施

策を中心として、医師の増員を図っていく取組みを積極的に推進していく必要がある。 課題 

３． 

記載内容の改訂

必要有無※ 

①単に事業費の増減を見込む場合  

※該当する箇所に○を記入 

②上記以外の改訂の場合 〇 

③改定がない場合  

４． 

今後の方向性 

医師の増員に向け、諸施策を積極的に推進していく。 
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共生ビジョンの見直しに関する取組み調書 担 当 課 名  健康課 

対象分野名 医療 

具体的取組み項

目名 
休日及び夜間における診療体制の充実 

１． 鶴岡市が設置する鶴岡市休日夜間診療所及び鶴岡市休日歯科診療所について、圏

域内の初期救急医療施設として認知度を高めるとともに、他の二次・三次救急医療機関

も含めた適切な利用を促進するため、普及啓発の取組みを行うもの。 

圏域としての取組みは、広報誌への掲載や３市町のホームページに両診療所の情報

を掲載しているほか、協定締結以前に引き続き、両診療所の指定管理者である法人の

会員として、鶴岡市と三川町が診療所の運営に関わっている。 

市町別受診者数の比較は下記のとおり。 

 

休日夜間診療所 
  

休日歯科診療所 
 

           H26(A) H25(A) (A)-(B) 
 

  H26(A) H25(A) (A)-(B) 

鶴岡市 7,353 6,800 553 
 

鶴岡市 387 398 △ 11 

三川町 277 265 12 
 

三川町 11 6 5 

庄内町 152 164 △ 12 
 

庄内町 24 17 7 

その他 383 391 △ 8 
 

その他 37 52 △ 15 

合計 8,165 7,620 545 
 

合計 459 473 △ 14 

 

受診者数の増減は両診療所の認知度を示す指標の一つとはなるものの、特に休日

夜間診療所の受診者数は、インフルエンザや感染性胃腸炎等の流行性疾患の状況に

大きく左右されるものである。 
 尚、両診療所の円滑な運営及び医療の向上を図ることを目的として鶴岡市が設

置する「鶴岡市休日夜間診療推進委員会」では、二次救急医療機関である荘内病

院救急センターの受診者数との比較等により、両診療所は救急医療の適正受診に

ついて一定の役割を果たしている、との評価を受けているところである。 
 

 

実施状況及びその

評価 

２． 医療機関での診察時間内での受診啓蒙と併せ、地域の救急医療体制を守る観点か

らも、両診療所をはじめとする救急医療機関の適切な利用促進について、いかにして効

果的に住民周知を図っていくかが課題である。 

 

 

課題 

３． 

記載内容の改訂

必要有無※ 

①単に事業費の増減を見込む場合  

※該当する箇所に○を記入 

②上記以外の改訂の場合  

③改定がない場合 ○ 

４． 

今後の方向性 

二次・三次救急医療機関の医師の負担を軽減する観点からも、両診療所をはじめと

する救急医療機関の適切な利用の促進のため、３市町で更に連携を強めながら普及啓

発事業に取り組む。 
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共生ビジョンの見直しに関する取組み調書 担 当 課 名 荘内病院 地域医療連携室 

対象分野名 医療 

具体的取組み項

目名 
がん緩和ケアの充実 

１． 国の補助を受け、平成２０から２２年度まで３年間実施した本事業を、平成２３年度から

「南庄内緩和ケア推進協議会」を立ち上げ事業を引き続き実施している。同協議会で

は、４つあったワーキンググループを「教育」「啓発」「連携」の３つに集約し、平成２５年

度からは、緩和ケアの対象疾患を「非がん」にも拡大し、活動を展開している。これらの

活動を通じ、医療関係者や介護・福祉関係者の顔の見える関係が構築され、円滑な情

報共有、関係者のスキルアップや、市民の理解が図られ、緩和ケアや在宅医療の推進

に寄与している。 

 

活動実績と計画 

活動内容 24 年度 25 年度 26 年度 

スキルアップ研修 4 4 4 

症例検討会 11 11 10 

市民啓発活動 16 3 8 

地域連携活動 17 12 15 

緩和ケアに関する相談件数 206 392 278 

退院カンファレンス（人） 21 28 15 

  

 

 

 

 

 

 

 

実施状況及びその

評価 

２． 平成２３・２４年度は、フォローアップ研究費として、国からの補助を受けることができた

が、今後、継続的に事業を展開する上で、安定的な財源の確保が重要となる。 

緩和ケアや在宅医療に対する需要が増すと見込まれることから、これまでの事業の充

実が一層求められるものであり、体制の確保が重要となってきている。 

 

課題 

３． 

記載内容の改訂

必要有無※ 

①単に事業費の増減を見込む場合  

※該当する箇所に○を記入 

②上記以外の改訂の場合  

③改定がない場合 〇 

４． 

今後の方向性 

体制充実を図り、「教育」「啓発」「連携」の３つのワーキングクループを中心に事業を

展開し、患者やその家族のみならず、在宅医療の担い手に対するサポートにも傾注し、

緩和ケアや在宅医療の充実に努める。 
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共生ビジョンの見直しに関する取組み調書 担 当 課 名 健康課 

対象分野名 医療 

具体的取組み項

目名 
がん検診受診率向上に向けた取組の拡大 

１． ・がん講演会 

平成２５年度  １０月１０日（木）  会場 鶴岡市文化会館   参加者  700 人 

平成２６年度  １０月 ７日（木）  会場 庄内町響ホール   参加者  ３７７人 

内容 「がん予防及び検診受診の重要性」についての啓発 

 

・がん検診受診向上対策キャンペーン 

平成２５年度  １０月２６日(土) ・２７日（日）  啓発者数 3,000 人 

  平成２６年度  １０月１８日(土) ・１９日（日）   啓発者数 3,500 人 

会場 イオンモール三川  

内容 受診啓発ティッシュの配布、がん検診クイズ、健康チェック等 

※メタボ予防フェスタ（庄内保健所主催）と同時開催にて、参加者増の相乗効果を 

期待 

  

・評価 

三川町、庄内町においては鶴岡市よりも全体的に１０％以上高い受診率を維持し

ており、鶴岡市においてもがん検診受診者数は横ばいであるが受診率はわずかに上

昇傾向にある。 

また、保健衛生推進員等市民団体との連携を図り、健康意識の向上及び健康づく

りに取り組む市民の増加に繋がっている。 

３市町の共通課題として認識を深め、課題解決に向け一体的な事業実施に取り組

むことで、住民への効果的かつ力強い啓発となっている。また、３市町の連携、及び

保健所や医師会等関係機関との連携が深まっている。 

事業実施のための準備、打合せ等を通じ様々な情報交換がなされ、定住圏事業以

外の事業推進にも役立っている。 

 

実施状況及びその

評価 

２． キャンペーンは複合商業施設での実施のため、３市町以外の住民参加が約３割とな

っている。ティッシュ等の啓発物を 3 市町以外の住民へ配布をしている実態が見えてき

たが、地理的背景や３市町の住民がより多く集まる場所、かつ一体的実施となると他の

会場設定は難しい。 

 

課題 

３． 

記載内容の改訂

必要有無※ 

①単に事業費の増減を見込む場合 ○ 

※該当する箇所に○を記入 

②上記以外の改訂の場合  

③改定がない場合  

４． 

今後の方向性 

・キャンペーンはこれまでどおりイオンモール三川を会場に実施する。 

・実施時、がん検診クイズ参加者の居住地把握（○をつけてもらう）を行い、全体の参加

者の動向把握を継続する。 

・２つの事業を毎年３市町で主担当を決め分担し実施する。 

・がん予防のための受動喫煙防止を推進する。 
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共生ビジョンの見直しに関する取組み調書 担 当 課 名 子育て推進課 

対象分野名 福祉 

具体的取組み項

目名 
病児・病後児保育施設の相互利用 

１． 鶴岡市で設置している『カトレアキッズルーム』と三川町で設置している『にこっと』で、

鶴岡市、三川町、庄内町の住民が相互に利用できるようにしている。 

・周知 

  鶴岡市子育て推進課窓口で『にこっと』の紹介もしている。 

・病児保育の利用実績 

平成２４年度 

『にこっと』の利用人数２９９人の内 1０９人の利用が鶴岡市民で、利用率は

36.5％となっている。   

平成２５年度 

『にこっと』の利用人数２５７人の内８９人の利用が鶴岡市民で、利用率は

34.6％となっている。   

平成２６年度 

『にこっと』の利用人数２２３人の内５２人の利用が鶴岡市民で、利用率は

23.3％となっている。  

・病後児保育の利用実績 

平成２４年度 

『にこっと』の利用人数８８人の内４６人の利用が鶴岡市民で、利用率は 52.3％

となっている。   

平成２５年度 

『にこっと』の利用人数６２人の内４０人の利用が鶴岡市民で、利用率は 64.5％

となっている。   

平成２６年度 

『にこっと』の利用人数９２人の内４６人の利用が鶴岡市民で、利用率は 50.0％

となっている。   

・評価 

定員により『カトレアキッズルーム』での受け入れができない場合でも、『にこっと』で

受け入れを補完することができる。 

 

実施状況及びその

評価 

２． 定員が２名ということもあり、流行期に利用希望者が集中する場合は、利用できない場

合もある。日々の利用人数にバラツキがあるため、単純に受け入れ枠を増やしても採算

面で運営が厳しくなる。 

 

課題 

３． 

記載内容の改訂

必要有無※ 

①単に事業費の増減を見込む場合  

※該当する箇所に○を記入 

②上記以外の改訂の場合 ○ 

③改定がない場合  

４． 

今後の方向性 

今後も継続していく。 

広く圏内の住民への制度周知を図るとともに、庄内町の余目保育園に設置予定の施

設の相互利用についても調整を行う。 
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共生ビジョンの見直しに関する取組み調書 担 当 課 名 子育て推進課 

対象分野名 福祉 

具体的取組み項

目名 
一時保育施設の相互利用 

１．  三川町のいのこ保育園、庄内町の４保育園と鶴岡市の１３保育園が実施する一時預か

り事業について、他市町の住民が相互に利用できるようにしている。 

 

・一時保育の利用実績 

平成２４年度 

三川町いのこ保育園での延利用人数１６９人の内３０人の利用が鶴岡市民で、

利用率は 17.8％となっている。 

      庄内町の保育園での利用実績はない。 

平成２５年度 

三川町いのこ保育園での延利用人数２２８人の内８２人（実人員は２人でそれ

ぞれ７９日と３日）の利用が鶴岡市民で、利用率は 36.0％となっている。 

      庄内町の保育園での利用実績はない。 

 平成２６年度 

三川町いのこ保育園での延利用人数１７９人（実人員１９名）の内７４人（実人

員５人）の利用が鶴岡市民で、利用率は 41.3％となっている。 

庄内町では狩川保育園で延利用人数５４６人（実人数５１人）の内１０人（実人

員１人）の鶴岡市民の利用があった。 

平成２７年度（４～８月） 

三川町いのこ保育園での延利用人数 39人（実人員7名）の内 17人（実人員 4

人）の利用が鶴岡市民で、利用率は 43.6％となっている。 

 

・評価 

鶴岡市民にとって、隣町である三川町のいのこ保育園は利用しやすいと、特に評

価が高い。 

協定書締結以来平成２６年度に初めて、庄内町の保育園を鶴岡市民が利用した。 

 

実施状況及びその

評価 

２．  利用できる人数に限りがあるため、鶴岡市の保育園の一時預かりは鶴岡市の住民だ

けで定員に達している場合が多いが、三川町・庄内町の住民からの問合わせもほとんど

ない状況である。 

 

 

課題 

３． 

記載内容の改訂

必要有無※ 

①単に事業費の増減を見込む場合  

※該当する箇所に○を記入 

②上記以外の改訂の場合 ○ 

③改定がない場合  

４． 

今後の方向性 

今後も継続していく。 

受け入れ態勢を整えながら、広く圏内の住民へ周知していきたい。 

受入れの拡充も図りたい。 
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共生ビジョンの見直しに関する取組み調書 担 当 課 名 子育て推進課 

対象分野名 福祉 

具体的取組み項

目名 
鶴岡市子ども家庭支援センターの広域利用 

１． ・なかよし広場の利用と育児相談 

   日常的に午前９時から午後４時までの利用時間で保護者と一緒に来所して自由に

遊ぶことができる。 

平成２６年４月から２７年３月末までの利用者人数  １５，４５５名 

平成２７年４月から８月末までの利用者人数  ６，１８３名 

子どもを遊ばせながら保育士、保健師に相談できる。また、電話での相談も受けて

いる。  

平成２６年４月から２７年３月末までの相談件数  ２，３４４件 

平成２７年４月から８月末までの相談件数  ８６１件 

 

・遊びの広場（年４回）の参加 

   広い場所を会場に様々な遊具でゆったりのびのびと親子遊ぶことができる。 

平成２６年４月から平成２７年３月末まで  ７９７名参加 

平成２７年４月実施  ７８名参加    平成２７年７月実施  ２１５名参加 

  

・評価 

なかよし広場、遊びの広場は市民に関わらず利用できるようにしており、親子で楽

しい時間を過ごすことができるため評判が良い。 

育児相談については、匿名での相談も受け入れているため、三川町、庄内町住民

からの相談件数は不明である。必ずしも地域や氏名を言わなくてもいいことで気軽に

相談できている側面もある。 

 

 

 

 

 

実施状況及びその

評価 

２． 鶴岡市以外の地域には、お便りの未設置であるなど、情報の配信が不十分ではない

か。遠方の住民にもきめ細やかな情報が届くよう、HP の内容の充実も課題である。 

 

 

 

課題 

３． 

記載内容の改訂

必要有無※ 

①単に事業費の増減を見込む場合  

※該当する箇所に○を記入 

②上記以外の改訂の場合 ○ 

③改定がない場合  

４． 

今後の方向性 

事業の継続実施。 

周知について三川町・庄内町と連携しながら、あそび場利用や相談・子育て支援事

業の参加につなげていく。 
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共生ビジョンの見直しに関する取組み調書 担 当 課 名 長寿介護課 

対象分野名 福祉 

具体的取組み項

目名 
介護認定審査事務の連携 

１． 鶴岡市が設置する鶴岡市介護認定審査会による要介護認定審査事務において、三

川町の住民も対象として実施しており、介護保険事業の効率的な運営が図られている。 

 

介護認定審査会は、１５の合議体にわかれ、１合議体当たり６名の委員を配置し、うち

４名の委員により１回の合議体を構成している。１回当たりの合議体では、４０件を基本

に審査しており、１週に５回（月２回、火１回、木２回）の開催とし、うち三川町分について

は、１回で約１０件の審査となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施状況及びその

評価 

２．  

 

 

 

 

 

課題 

３． 

記載内容の改訂

必要有無※ 

①単に事業費の増減を見込む場合 ○ 

※該当する箇所に○を記入 

②上記以外の改訂の場合  

③改定がない場合  

４． 

今後の方向性 

今後も、継続して鶴岡市は三川町の委託を受け、事務を行う。 
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共生ビジョンの見直しに関する取組み調書 担 当 課 名 中央公民館 

対象分野名 教育 

具体的取組み項

目名 
鶴岡市中央公民館女性センターの広域利用 

１． ・実施状況 

平成２５年度から女性センター主催講座について、三川町及び庄内町の住民を利用

対象に加えた。 

平成２６年度実績 

・春季講座・・・鶴岡市 74 名、三川町 0 名、庄内町 0 名 

5 講座（癒し巡り、パッチワーク、大人の英語、美文字、庄内の味料理教室） 

・秋季講座・・・鶴岡市 69 名、三川町 3 名、庄内町 1 名 

6 講座（布バック、ﾌｪｲｽ＆ﾍｯﾄﾞﾏｯｻｰｼﾞ２回、美文字、英語、ストレッチ） 

・短期講座・・・鶴岡市 174 名、三川町 6 名、庄内町 9 名 

  10 講座（おかみのおへぎ料理教室 4 回、スイーツ 2 回、操体法、 

かがやき女性塾、編み物、ダンベル） 

・男性料理講座・・・鶴岡市 55 名、三川町 0 名、庄内町 0 名 

  4 講座（刺身、焼き肉、煮魚、てんぷら） 

・資格取得準備講座(調理師)・・・鶴岡市１４名、三川町 0 名、庄内町 0 名 

・就業支援パソコン講座・・・鶴岡市６名、三川町 0 名、庄内町 0 名 

平成２７年度 9 月末実績 

・春季講座・・・鶴岡市 89 名、三川町 0 名、庄内町 0 名 

6 講座（小筆、エコクラフト、防災、お片づけ、野菜スイーツ、美身塾） 

・短期講座・・・鶴岡市 132 名、三川町 2 名、庄内町５名 

 7 講座（つるおかおうち御膳料理教室 3 回、親子講座３回、かがやき女性塾） 

・資格取得準備講座(調理師)・・・鶴岡市 18 名、三川町 0 名、庄内町 0 名 

・就業支援パソコン講座・・・鶴岡市 9 名、三川町 0 名、庄内町 0 名 

・評価 

全体で２6年度 19名(全受講者 411名中 4.6％)、２７年度９月末 7名(全受講者 255名中

2.7％)の申込があった。２５年度実績で 5.8%、２６年度実績で 4.7%、２７年度については、

これからの講座開設により前年並を予想している。少ない人数ではあるものの、２町の住

民に対しても学習の場の充実、広域的交流の場の提供に資することができた。 

 

実施状況及びその

評価 

２． ２町の広報掲載については、スペースの関係で掲載されない場合が多い。広報以外

の周知についても検討する必要がある。なお、２町とも低価格で魅力的な講座を企画さ

れているので、情報交換をしながらよりタイムリーで、より魅力ある講座の企画作りに取り

組む。 

 

課題 

３． 

記載内容の改訂

必要有無※ 

① に事業費の増減を見込む場合  

※該当する箇所に○を記入 

②上記以外の改訂の場合  

③改定がない場合 ○ 

４． 

今後の方向性 

広報のみならず２町にもチラシの配置をするなど、より一層の周知に努める。 

講座の受講をきっかけに、サークルへの加入などで利用拡大を図り、生涯学習意欲

の向上に繋げ、圏域全体の活性化と交流を図る。 
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共生ビジョンの見直しに関する取組み調書 担 当 課 名 商工課 

対象分野名 産業振興 

具体的取組み項

目名 
圏域の産業人材育成 

１． 圏域の産業人材育成のため（公財）庄内地域産業振興センターが主体として実施す

る地域産業の競争力向上と事業の高度化に資するための人材育成事業に対し支援（運

営費・受講費の一部補助）を実施している。 

 

平成２６年度は、階層別、職能別、ビジネススキルの向上、情報系、ＣＡＤ等の分野で

２６講座、延べ 372 人が受講し、人材育成事業を実施した。 

 

圏域住民、圏域企業へのＰＲも積極的に実施し、広く参加者を募って事業を実施して

おり、圏域企業間の交流及び圏域内の企業の活性化、さらには人材育成に一定の効果

があったと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施状況及びその

評価 

２． 企業数や人口規模等も影響し、鶴岡市からの参加企業、参加者が圧倒的に多い状

況にあることから、さらに三川町、庄内町へのＰＲを強化する必要がある。 

人材育成事業への参加者は、１市２町からのみでなく、その他の市町からの参加者も

いるため、事業費負担の按分割合の算出方法をどのように決定するかが課題である。 

 

課題 

３． 

記載内容の改訂

必要有無※ 

①単に事業費の増減を見込む場合  

※該当する箇所に○を記入 

②上記以外の改訂の場合 ○ 

③改定がない場合  

４． 

今後の方向性 

関係市町村の企業、参加者等のニーズを把握し、講座内容に反映させながら、継続

して実施する。 
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共生ビジョンの見直しに関する取組み調書 担 当 課 名 商工課 

対象分野名 産業振興 

具体的取組み項

目名 
雇用・就業支援対策の推進 

１． 鶴岡市が設置する鶴岡ワークサポートルームにおいて、鶴岡市と三川町が連携し、在

宅での仕事を希望する方のため内職相談員を設置し、求職者の相談、求人開拓、あっ

せん事務を実施するもの。 

 

平成２６年の延相談件数は 3,715 件で、うち鶴岡市が 3,628 件、三川町が 87件となっ

ている。また内職をあっせんした件数は191件で、うち鶴岡市が 185件、三川町が 6件と

なっている。 

 

圏域内で在宅での仕事を希望する方々へ内職をあっせんすることにより、収入の確

保による安定した生活への支援につながっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施状況及びその

評価 

２． この事業は、鶴岡市と三川町が連携して行っている事業であるが、相談に訪れる方の

中には、庄内町を含む他市町村の方も若干名見受けられる。こうした方の相談を受ける

ことはできるが、他市町村分の内職求人は持ち合わせていないため、内職のあっせんを

することができない状況にある。 

 

課題 

３． 

記載内容の改訂

必要有無※ 

①単に事業費の増減を見込む場合 ○ 

※該当する箇所に○を記入 

②上記以外の改訂の場合  

③改定がない場合  

４． 

今後の方向性 

今後も在宅での仕事を希望する方々に内職をあっせんするため、積極的な求人開拓

を行い、継続して事業を実施していく。 
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共生ビジョンの見直しに関する取組み調書 担 当 課 名 農政課 

対象分野名 産業振興  

具体的取組み項

目名 
水田農業の研究・研修活動等の促進 

１．  

H２７.５月～１１月 わんぱく農業クラブを月一回(計7回)山大農学部高坂フィールド科

学センターで実施 30 名の参加 

H２７. ６.29 庄内水田農業推進機構総会の開催 

H27.11.11 ワークショップの開催「大区画圃場におけるおいしい米の安定確収技術」 

H28.2    フォーラムの開催(予定) 「テーマ「未定」」 

 

わんぱく農業クラブの参加については、三川町・庄内町の産業課を通じて教育委員

会に募集チラシを配布したところ、庄内町から２名の参加申込があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施状況及びその

評価 

２． 水田農業の推進を図るための共通した施策の検討（継続） 

 

 

 

 

 

課題 

３． 

記載内容の改訂

必要有無※ 

①単に事業費の増減を見込む場合 ○ 

※該当する箇所に○を記入 

②上記以外の改訂の場合  

③改定がない場合  

４． 

今後の方向性 

引き続き、事業への参加を通して、共通施策の検討を進める。 
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共生ビジョンの見直しに関する取組み調書 担 当 課 名 農政課 

対象分野名 産業振興 

具体的取組み項

目名 
育苗施設等農業施設の相互利用 

１．  

＜庄内南部地域育苗施設利用拡大事業＞ 

 

Ｈ２６年度から庄内町花卉育苗施設、三川町野菜育苗施設の活用による園芸作物の

作付拡大を支援するため補助事業を実施（補助率 3分の 1以内。ただし、会員価格との

差額を上限とする。） 

 

・平成 26 年度での実績 

JA 庄内たがわ（価格差 5%） 花卉（ストック・トルコギキョウ）2,687 枚 

         

ＪＡ鶴岡（価格差 20%）    花卉（ストック） 400 枚 

                 ねぎ       100 枚 

                 たまねぎ     100 枚 

     

・事業費積算 

10,000,000 円（種苗購入費）×1/12 （H26 実質補助率）＝800,000 円 

 

 

＜庄内広域育成牧場・大網牧場・庄内町放牧場合理化事業＞ 

 

H27 年に大網牧場を廃止し、月山広域育成牧場に統合し合理化された。 

大網放牧場廃止に伴い、受け入れ頭数の増に対応するため、庄内広域育成牧場の

親子放牧用水飲み場の新設及び牧区の整備を H27 年度に支援。 

 平成 27 年度 8,200 千円 

 

 

実施状況及びその

評価 

２． 現状では花卉栽培の農家の高齢化や施設の老朽化により作付面積が減少するた

め、コスト増加となるが、育苗施設の利用による作業労力の軽減を図りながら、高単価販

売により所得の向上につなげ、施設を維持する資金を確保する必要がある。 

 

 

課題 

３． 

記載内容の改訂

必要有無※ 

①単に事業費の増減を見込む場合  

※該当する箇所に○を記入 

②上記以外の改訂の場合 〇 

③改定がない場合  

４． 

今後の方向性 

育苗施設の効率的運用による育苗コストの削減の依頼を行いながら、利用者の増加

に努める。 
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共生ビジョンの見直しに関する取組み調書 担 当 課 名 農山漁村振興課 

対象分野名 産業振興 

具体的取組み項

目名 
内水面漁業の振興対策の充実 

１． 内水面漁業協同組合では、アユやサクラマスなどの釣り人等からの遊漁料収入を財

源として、サクラマスやアユ等の種苗の放流による魚族の増殖と、河川監視や産卵場造

成による漁場環境保全の活動を行っている。 

また、小学生を対象とした稚魚放流による水産資源保護、環境保全意識の啓発の活

動を進めている。 

しかし、近年遊漁料収入が減少傾向にあり、また、組合員の減少と高齢化により運営

が厳しい状態にある。 

このため、１市２町が連携して補助金を交付して支援することで、内水面漁業の振興

が図られている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施状況及びその

評価 

２．  

 

 

 

 

 

課題 

３． 

記載内容の改訂

必要有無※ 

①単に事業費の増減を見込む場合  

※該当する箇所に○を記入 

②上記以外の改訂の場合  

③改定がない場合 〇 

４． 

今後の方向性 

平成２８年度山形県開催の第３６回全国豊かな海づくり大会を一過性に終わらせず、

内水面業の振興に繋げるための取組みについて、県と1市2町が連携してサクラマスの

増殖等を進める。 
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共生ビジョンの見直しに関する取組み調書 担 当 課 名 観光物産課 

対象分野名 産業振興  

具体的取組み項

目名 
観光推進団体等支援の充実 

１．  

＜赤川花火大会への支援＞ 

観光客のさらなる誘客を目的に、開催日を平成 25 年度より 8 月の第３土曜日に日程

を固定し、また、荘内大祭・おぃやさ祭りと連携しお祭りウィークとして交流人口の拡大に

寄与した。 

平成２７年度は、８月１５日に第25回記念大会、鶴岡市合併・市制施行10周年記念大

会として開催され、35 万人と昨年を上回る入込数となった。 

平成２７年度事業費  鶴岡市 15,000 千円、 三川町 400 千円 

 

 

＜出羽三山地区観光開発促進期成同盟会負担金＞ 

月山登山のピークを迎える 7月にシャトルバスの運行や駐車場の交通誘導、マイカー

規制の社会実験などを行うとともに、登山道の公衆トイレの維持管理、給水事業などを

行い、観光客の受け入れにあたった。 

平成２７年度事業費  鶴岡市 2,600 千円 庄内町 200 千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施状況及びその

評価 

２． 赤川花火大会については、全国の花火大会の人気ランキングで上位にランクされ、

雑誌やテレビなどの各メディアからの注目も高まっており、引き続き事故防止に努めると

ともに、交通渋滞や駐車場問題など受け入れに関する対応を充実させる必要がある。 

月山公園線の交通量の増加に伴い、交通渋滞や狭隘道路などが課題となっている。

また、給水車が老朽化しており、給水事業や公衆トイレ管理についても整備する必要が

ある。 

 

課題 

３．共生ビジョン 

記載内容の改訂

有無※ 

①単に事業費の増減を見込む場合 ○ 

※該当する箇所に○を記入 

②上記以外の改訂の場合  

③改定がない場合  

４． 

今後の方向性 

両事業とも、来年度以降も継続的に実施することで、観光推進団体への支援を通じ

て、観光客の誘客、観光地等の施設整備に努める。 
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共生ビジョンの見直しに関する取組み調書 担 当 課 名 観光物産課 

対象分野名 産業振興 

具体的取組み項

目名 
圏域観光の魅力発信の連携強化 

１．  

＜魅力発信事業＞ 

出羽商工会による月山周辺のパワースポットをまとめたパンフレット「月山新八方十

口」の作成を支援し、関係機関へ配布した。 

 平成 27 年度実績  鶴岡市 150 千円  庄内町 150 千円  三川町 150 千円 

 

 

＜伝統芸能祭開催事業＞ 

   今後の実施に向けて、広域観光団体などの会合の場において、関係者や団体間

で情報交換を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施状況及びその

評価 

２． 魅力発信事業については、平成 25 年度からの事業であるが、広域的に取り組めるテ

ーマであり、定着にむけて継続的に実施する必要がある。 

伝統芸能祭開催事業については、平成 29年度以降の開催にむけ、来年度は準備期

間とする。 

 

課題 

３． 

記載内容の改訂

必要有無※ 

①単に事業費の増減を見込む場合  

※該当する箇所に○を記入 

②上記以外の改訂の場合 〇 

③改定がない場合  

４． 

今後の方向性 

両事業とも、来年度以降も実施することで、観光客の誘客拡大や伝統文化のさらなる

発展などを目指す。 
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共生ビジョンの見直しに関する取組み調書 担 当 課 名 政策企画課 

対象分野名 産業振興 

具体的取組み項

目名 
食文化や映画を活かした地域文化の発信、創造的人材の育成 

１． H２４年の総務省事業に引き続き、H25 年は総務省定住自立圏等推進調査事業（委

託事業）の採択を受け、「映像資源を活用した地域連携・活性化事業」として、以下の事

業を実施した。 

 

１ 創造的映画人材の育成 

２ 地域映画の制作 

３ 地域の食に関する新たな映画素材の発掘 

４ 映画・映像を活用した広域的なまちづくり研究 

 

・１の人材育成事業においては「半農×半映画プロジェクト」として県外在住者を対象と

して実施する俳優・シナリオワークショップへ、多くの参加応募があり選考により参加

者を絞らざるを得ないほどの盛況となり、参加者の「農」への興味が強く、農業体験・

交流を通して新たなライフスタイルを考える機会を提供することができた。 

・ワークショップ参加者が庄内キネマ制作委員会が手掛ける映画作品への出演し、H24

年に制作した映画がH25年秋から全国公開となっている。また、H25年のワークショッ

プ参加者は委員会の第 4 回作品へ出演をした。 

・食文化に関連したテーマの映画を継続的に制作し情報を発信していくために、その素

材となる地域の特色ある食材の魅力発掘を目的としたアーカイブ制作を行っており、

「はたけの味」「たんぼの味」に続く、第 3 弾「はまべの味」を発刊予定した。 

 

 

 

 

 

 

 

実施状況及びその

評価 

２． 国の補助金等を活用しての事業展開を行っている現状のため、継続して実施するた

めの資金の確保が課題となっている。 

 

 

 

課題 

３． 

記載内容の改訂

必要有無※ 

①単に事業費の増減を見込む場合  

※該当する箇所に○を記入 

②上記以外の改訂の場合  

③改定がない場合 〇 

４． 

今後の方向性 

本事業は人材育成メニューなど、社会実験事業としての位置づけとして実施している

が、映画資源などより地域のポテンシャルを活かした創造的人材の育成、移住定住促進

に向けた本格的な仕組み作りを検討していく必要がある。 
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共生ビジョンの見直しに関する取組み調書 担 当 課 名 下水道課 

対象分野名 生活機能の強化   その他 

具体的取組み項

目名 
下水道事業の連携 

１． 平成２７年２月に、「庄内南部定住自立圏共生ビジョン 下水道事業連携プラン」の策

定が完了した。平成27年7月3日に下水道事業連携ワーキング部会を開催し、平成27

年度の事業スケジュール及び事業内容について確認した。 

 

（１） 平成２６年度 下水道事業連携プラン策定までの経過 

7 月３０日   第 1 回策定会議    骨子について確認 

   １０月２７日   担当者会議       原案の作成 

    1 月２７日   第 2 回策定会議    素案の確認 

    1 月２９日   庄内町町長決裁 

    1 月３０日   三川町町長決裁 

    ２月  ４日   鶴岡市上下水道部長決裁 

    2 月２５日   庄内南部定住自立圏形成推進会議事務局へプラン提出 

 

（２） 下水道事業連携プランの計画課題に基づく平成 27 年度の事業計画 

(ア) 公共用水域の保全(地域を流れる河川水質の向上及び維持) 

 

(イ) 生活環境改善の促進について(下水道の普及啓蒙と接続率の向上) 

 

(ウ) 災害時の対応対策の検討について(災害時に情報を共有し連携することで迅

速化や業務継続力の強化) 

 

 

 

 

 

 

実施状況及びその

評価 

２． 災害時は、下水道施設だけでなく道路や電力施設なども被災し交通遮断や電力供給

の停止なども想定されることから、事業連携プランを進める上で、他施設の管理者から

災害時の施設管理や復旧計画等の情報を入手するとともに関係機関との調整が必要で

ある。 

 

課題 

３． 

記載内容の改訂

必要有無※ 

①単に事業費の増減を見込む場合  

※該当する箇所に○を記入 

②上記以外の改訂の場合  

③改定がない場合 〇 

４． 

今後の方向性 

策定された下水道事業連携プランに基づいて、下水道事業連携ワーキング部会を開

催しながら、計画課題解決に向けた取り組みを実施します。  
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共生ビジョンの見直しに関する取組み調書 担 当 課 名 地域振興課 

対象分野名 地域公共交通 

具体的取組み項

目名 
圏域公共交通ネットワークの確保維持及び利用促進 

１． 圏域の公共交通ネットワーク強化のため、交通事業者等関係機関と適宜協議を重

ね、地域公共交通の実態を踏まえ、公共交通ネットワークの確保維持及びダイヤ改正な

ど利便性の向上を図り、圏域内の交流の活性化に努めた。 

しかしながら、生活交通バス運行については、モータリゼーションの進展や少子高齢

化、過疎化の進行等により利用率の低迷が続き、加えて燃料費の高騰等により、バス事

業者の経営環境は年々厳しさを増している。このため、路線維持については関係市町

の財政負担は増加傾向にある。 

路線別では、鶴岡（押切）酒田線は利用者ニーズと実態を踏まえ、平成 26 年度より既

存の国県補助路線と統合することで財政負担の軽減が図られた。また、鶴岡(モール）清

川線は輸送人員が増加したものの、燃料費高騰等の影響が大きく、依然収支状況は厳

しく補助金額は高い。 

 

 

・鶴岡（押切）酒田線 ※鶴岡市、三川町に係る分 

輸送人員 H２４  25,493 人    H２５ 11,545 人 

補助金   H２４  1,922 千円   H２５  1,554 千円 

※平成２６年度から国県補助路線へ統合のため市町負担なし。 

              

・鶴岡(モール）清川線 ※鶴岡市、庄内町に係る分 

輸送人員 H２4   5,903 人   H２５  6,725 人    H２６ 6,848 人 

補助金   H２４  8,858 千円  H２５  9,650 千円   H２６ 9,601 千円 

 

 

 

 

 

実施状況及びその

評価 

２． ・公共交通ネットワークの確保・維持 

・利用者ニーズの把握によるダイヤ改正など、利便性向上の取組み 

・お得な割引定期券など利用促進のための情報発信 

 

 

課題 

３． 

記載内容の改訂

必要有無※ 

①単に事業費の増減を見込む場合 〇 

※該当する箇所に○を記入 

②上記以外の改訂の場合  

③改定がない場合  

４． 

今後の方向性 

引き続き、既存路線バスの利便性の向上と路線の確保維持のため、事業者や国、県

への働きかけと、圏域での連携した取り組みとして、バス利用に関する情報を分かりや

すく提供するための具体策を検討し実践することで利用促進を図る。 
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共生ビジョンの見直しに関する取組み調書 担 当 課 名 土木課 

対象分野名 道路等の交通インフラの整備 

具体的取組み項

目名 
道路整備や維持管理の連携による市町道ネットワークの向上 

１． 「橋梁」については、三市町全てにおいて「橋梁長寿命化修繕計画」という長期計画

を策定しており、三川町については平２５年度よりこの計画に基づいた長寿命化対策工

事に着手、平成２６年度からは鶴岡市が、平成２７年度からは庄内町でも同様の長寿命

化対策工事に着手したところである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施状況及びその

評価 

２． 対象となる管理橋梁数が多く、計画期間が長期に及ぶため、事業期間の短縮が課

題。 

 

 

 

 

課題 

３． 

記載内容の改訂

必要有無※ 

①単に事業費の増減を見込む場合 ○ 

※該当する箇所に○を記入 

②上記以外の改訂の場合  

③改定がない場合  

４． 

今後の方向性 

交通インフラの長寿命化対策としては、橋梁のほか「トンネル」や「舗装」などにも取り

組みたい。 
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共生ビジョンの見直しに関する取組み調書 担 当 課 名 農山漁村振興課・建築課 

対象分野名 地域の生産者・消費者等の連携による地産地消 

具体的取組み項

目名 
地域産材利活用の推進 

１．  地域材住宅の普及啓発の促進を図るため、鶴岡田川地域における新築住宅を対象

に、庄内森林ネット鶴岡・田川の会員が住宅設計木材の調達、住宅建築のいずれかに

関る場合に、スギ１等材 120ｍｍ×120ｍｍ×3.00ｍの天然乾燥材５０本プレゼントを実

施してきた。平成２１年度３棟、平成２２年度５棟、平成２３年度３棟、平成２４年度３棟、平

成２５年度３棟、平成２６年度３棟と６年間で２０棟の建築に関わってきたことは大きな成

果といえる。 

 

 また、鶴岡市内の住宅建設関連事業者で構成されたつるおか住宅活性化ネットワ－ク

では、地域産木材で構造材 80％以上を使用し、地元職人によって建てられた「つるお

か住宅」のモデル的となりうる住宅に年間３棟に対して、平成２３年度から２５年度まで１

棟当たり 100 万円補助を実施してきた。 

平成２７年度は、若者世帯で婚姻出産や子育て、市外からの移住者が「つるおか住

宅」を新築した場合に３０万円補助を行っており、９月末まで１３件の申し込みがあった。

更なる地元事業者の受注や住宅建設相談を受けてあり、利用者から評価を得ている。 

モデル住宅の地域産木材の使用量は１戸あたり平均約 22㎥であり、５年間で３０戸以

上の受注があったことから、立木約 2000 本以上使用したこととなる。 

 

 

 

 

 

実施状況及びその

評価 

２． ５０本プレゼントは建築の施工予定と関連が大きく、募集時期や期間・材料を乾燥させ

るタイミングが難しい。また、募集の周知方法に限りがあるので応募者が鶴岡市内にとど

まっている。 

 

 新築住宅への補助事業は、財政面や個人資産助成の点からも課題があり、また中長

期的な新築住宅件数の減少が見込まれている。 

 

課題 

３． 

記載内容の改訂

必要有無※ 

①単に事業費の増減を見込む場合 ○ 

※該当する箇所に○を記入 

②上記以外の改訂の場合  

③改定がない場合  

４． 

今後の方向性 

森林ネットの予算が限られており、引き続き５０本プレゼントを実施していくことが可能

かを協議していく必要がある。また、実施にあたって会員のメリットがあまり無いことも課

題である。 

 

地域産木材の利活用や地元技能技術者の育成からも「地域産型住宅」の普及促進が

必要であるため、良さをアピ-ルする宣伝事業の他、受注につながる継続可能な助成制

度を検討する。 
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共生ビジョンの見直しに関する取組み調書 担 当 課 名 地域振興課 

対象分野名 地域内外の住民との交流・移住促進 

具体的取組み項

目名 
婚活対策の拡大 

１． つるおか婚活支援ネットワーク（以下「ネットワーク」という）の対象を三川町、庄内

町のエリアに拡大し、関係市町及び地域の企業・団体等が連携しながら、圏域内の

未婚の男女に多くの出会いの場を提供するとともに、結婚に関するイベントやセミナ

ー等の情報提供に努めた。 

また、ネットワークに登録している団体が主催する結婚に関するイベントやセミナ

ー等に対して補助金による支援を行った。 

地域社会全体で結婚を後押しする環境づくりを進めるにあたり、地域の企業・団

体等のネットワークへのさらなる登録促進が求められる一方、圏域内での婚活イベ

ント等の開催実績については年々増加傾向にあり、多くの出会いの場の創出という

観点では一定の成果が認められる。 

 

・ネットワークに登録している団体数（※H27.9.30 現在） 

合計 61 団体（内訳：鶴岡市 58 団体、庄内町 3 団体） 

・圏域内での婚活イベント等の開催実績（※H27.4.1～9.30※セミナー含む） 

合計 36 回（内訳：鶴岡市 32 回、三川町 2 回、庄内町 2 回） 

  うち行政主催 5 回（内訳：鶴岡市 5 回、三川町 0 回、庄内町 0 回） 

  ※参考：やまがた結婚サポートセンターHP 

 

 

実施状況及びその

評価 

２． ・地域の企業・団体等のネットワークへの登録促進 

・個々の団体が有するノウハウの共有化によるイベントの“質”の向上 

・婚活イベントやセミナーなどに関する情報発信機能の強化 

・新しい形の婚活イベントの検討 

・婚活支援を行う人材の発掘とその育成 

 

課題 

３． 

記載内容の改訂

必要有無※ 

①単に事業費の増減を見込む場合 ○ 

※該当する箇所に○を記入 

②上記以外の改訂の場合  

③改定がない場合  

４． 

今後の方向性 

引き続き、ネットワークを核に地域の企業・団体等との連携・強化を一層図りなが

ら、未婚の男女に多くの出会いの場を提供するとともに、婚活イベントの情報提供や

民間団体等が行う婚活イベント等への補助金による支援などにより、地域社会全体

で結婚を支援する取り組みを行う。 

また、事業を通じた成婚者数を把握する仕組みづくりや情報発信機能の強化に

取り組む。 

加えて、平成 27 年度から鶴岡市においては、ボランティアの世話焼きや仲人「つ

るおか婚シェルジュ」が本格的に世話焼き活動を開始しており、庄内町でも「しょうな

いマリッジサポーター」を配置し婚活支援のための窓口を開設している。今後は、こ

の人材を活用した個別の婚活支援にも積極的に取り組む。 
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共生ビジョンの見直しに関する取組み調書 
担 当 課 名 職員課・政策企画課 

対象分野名 圏域内市町の職員等の交流 

具体的取組み項

目名 
圏域の地域活力向上に資する合同研修・交流等職員の人材育成 

１．  

＜合同研修事業＞ 

 

時代の変化に対応しながら、既存の枠組みに捉われない新たな付加価値を生み出

す施策を立案する能力を身につけることを目的として、地域の課題に対処する施策を立

案する地域課題研究研修を圏域の市町が合同で実施した。 

平成２５・２６年度は「地方における人口減少」を、平成２７年度は東北公益文科大学の

「地（知）の拠点整備事業」に掲げる「庄内地域が抱える複合型課題（７テーマ）」の中か

ら選択した一つを地域課題のテーマとし、圏域の職員 24 名（鶴岡市:１７名、三川町：3

名、庄内町：4 名）が 4 つの班に分かれ、同大学の担当教員のアドバイスを得ながら、地

域課題に対処する施策を各班それぞれが検討・立案した政策企画書としてまとめ、プレ

ゼンテーションを行った。 

研修は、班ごとのグループワークを中心として実施したことで、受講した職員間の活発

な交流が図られた。 

 

 

＜外部人材活用事業＞ 

  

職員の課題解決や政策立案能力を高め、社会情勢の変化や時代の潮流に的確に対

応した施策を進めるため、圏域外で活躍している専門家を招へいし指導、助言を受けな

がら政策立案をすすめるために「鶴岡未来構想会議」を設立し、地域のポテンシャルを

活かした今後の新しいビジョンづくりを進めることとしている。 

平成２７年度 外部専門家を招へいしての検討会を開催する予定 

          

 

実施状況及びその

評価 

２． 研修内容を高度化するため、受講した職員自らが、学習や見聞を広めるための経費

や時間を確保すること、又はこれらの負担を軽減するための方策の検討 

 

 

 

課題 

３． 

記載内容の改訂

必要有無※ 

①単に事業費の増減を見込む場合 ○ 

※該当する箇所に○を記入 

②上記以外の改訂の場合  

③改定がない場合  

４． 

今後の方向性 

研修を受講した職員の政策立案能力の向上と職員間の活発な交流を図るために、研

修内容や運営面の改善をしながら継続して実施する。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

庄内南部定住自立圏共生ビジョン(案) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年 ３月 策定 

平成２６年 ３月 改定 

平成２７年 ３月 改定 

（平成２８年 ３月 改定） 

 

 

鶴 岡 市 
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１ 定住自立圏及び市町の名称 

 

（１）定住自立圏の名称 

庄内南部定住自立圏 

 

（２）圏域を形成する市町（構成市町）の名称 

鶴岡市、三川町、庄内町 

 

２ 定住自立圏の将来像 

 

（１）圏域の状況 

  本圏域は、山形県庄内地方の中央から南部に位置しており、圏域の北部から中央部

には広大な庄内平野が広がり、日本三大急流の最上川、最上川水系の立谷沢川、京田

川、藤島川、赤川水系の赤川、大山川等の河川が貫流している。東部から南部にかけ

ては、磐梯朝日国立公園に指定されている羽黒山、月山、湯殿山からなる出羽三山、

朝日連峰、摩耶山系の山岳丘陵地帯である。西部は日本海に面して長い磯浜が形成さ

れている。 

圏域を構成する鶴岡市、三川町、庄内町は、寛文四年（１６６４年）に田川郡とし

て一つの区域になるなど、昔から生活・経済・文化を一にする圏域として密接な関係

を有している。 

圏域の人口は１６万８千人であり、面積は１５９４平方㎞と山形県全体のそれぞれ

１４．３％、１７．１％を占める。庄内空港、山形自動車道、日本海東北自動車道、

羽越本線など、各高速交通網の整備が進んでいるが、一層の整備充実が望まれる。 

近年は、こうした交通網の整備等により、圏域住民の交流は活発化しており、通勤・

通学や買い物、医療・福祉など日常生活の結びつきはますます強まっている。一方で、

地方全体の傾向として少子高齢化を伴った人口減少が進んでおり、当圏域も例外でな

い状況にある。 

今後は、さらに圏域で連携協力し、住民が安心して暮らせる生活基盤を確保し、魅

力ある地域づくりを進め、定住環境を整えていく必要がある。 

 

【構成市町の概況】 

鶴岡市 

 鶴岡市は、江戸初期に庄内藩１４万石を領有した酒井家の城下町として発達し、本

圏域における行政機能の中核を担い、文化の薫り高いまちを形成してきた。 

現在は、平成１７年１０月の市町村合併を経て東北一広い行政面積を有し、四季

折々の豊かな自然のなか、農林水産業を基幹とした産業を営み、鶴岡、藤島、羽黒、
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櫛引、朝日、温海の各地域の多彩な特性を反映した様々な伝統文化や生活文化を築い

ている。 

近年は、高速交通基盤の整備や高等教育機関の集積など、将来の発展に不可欠な基

盤整備が進む一方、市域における安全安心な生活環境の整備、高等教育機関の活動と

連携した産業振興や人材育成、広大な森林資源のもたらす恵み豊かな自然との共生の

取組み、食をはじめ地域の歴史や文化を活かした活動などを力強く展開している。 

鶴岡市は、庄内の中心的都市として、真の豊かさを求める新しい時代にふさわしい、

人と暮らしと自然がいきいきと輝く、持続可能な希望あふれる地域の創造に努めてい

る。 

 

 三川町 

三川町は、庄内平野のほぼ中央、鶴岡市の北部に隣接する純農村地域にあって、永

く稲作を中心とした農業に支えられ豊かな農村文化を育んできた。 
現在は、農業を基幹産業にする一方、国道７号三川バイパスなどの国県道が横縦断

し、庄内空港や高速道路インターチェンジに接する交通の要衝の地として、また、県

総合支庁や消防学校、地方卸売市場や大規模商業施設など、行政や経済物流の機能が

集積する町として、庄内圏域での役割を担っている。 
豊かな田園風景と赤川・藤島川、大山川の三つの河川に象徴される三川町は、人と

環境と産業が真に調和した元気あふれるまちづくりに努めている。 

 

 庄内町 

庄内町は、旧余目町と旧立川町の合併により、平成の大合併としては県内で初めて

の自治体として、平成１７年７月１日に誕生した。地理的には庄内地域のほぼ中央に

位置する交通の要所であり、今後は最上地域とを結ぶ高速交通網の整備も期待されて

いる。 
霊峰月山の頂を有し、清流立谷沢川と最上川、そしてその恩恵を預かる肥沃な田園

地帯を抱えた豊かな自然に恵まれた地域であり、風力発電事業をはじめとした自然エ

ネルギーの利活用等、地域資源を活かし自然と調和した取組みを展開している。 
現在は、｢子育て応援日本一の町づくり宣言｣によるきめ細やかな子育て支援策や、

若者の定住促進施策を充実させるとともに、産業振興、高齢者福祉及び教育施策の充

実を図り、｢日本一住みやすく住みつづけたい町｣の実現に向けたまちづくりを進めて

いる。 
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【総人口の推移　（単位：人、下段は増減率）】
平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年

150,840 149,509 147,546 142,384 136,623
-0.9% -1.3% -3.5% -4.0%

8,263 8,188 7,879 8,003 7,731
-0.9% -3.8% 1.6% -3.4%

26,705 26,251 25,489 24,677 23,158
-1.7% -2.9% -3.2% -6.2%

185,808 183,948 180,914 175,064 167,512
-1.0% -1.6% -3.2% -4.3%

山形県人口 1,258,390 1,256,958 1,244,147 1,216,181 1,168,924
圏域の割合 14.8% 14.6% 14.5% 14.4% 14.3%

資料：国勢調査　年齢不詳を含む

【年齢別人口割合の推移　上段は年少人口（15歳未満）、下段は老齢人口（65歳以上）】
平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年

18.6% 16.8% 15.2% 13.8% 12.8%
17.1% 20.5% 23.7% 26.4% 28.7%
18.5% 16.2% 14.9% 13.7% 12.9%
18.0% 22.3% 25.9% 29.6% 30.7%
18.0% 16.2% 14.8% 13.8% 12.8%
17.2% 21.3% 25.1% 28.4% 30.6%
18.5% 16.7% 15.1% 13.8% 12.8%
17.1% 20.7% 24.0% 26.9% 29.1%

資料：国勢調査

【圏域内の通勤通学者の動向　（単位:人、下段は通勤通学割合）】

鶴岡市へ 三川町へ 庄内町へ
通勤通学者

の総数
圏域内の他

市町へ
54,382 1,687 827

88.6% 2.7% 1.3%
1,504 996 157
45.8% 30.3% 4.8%

2,430 455 3,804
24.3% 4.6% 38.1%

資料：平成22年国勢調査より算出　通勤通学者の総数に自宅就業者を含まない

鶴岡市

三川町

庄内町

鶴岡市

三川町

庄内町

圏域の合計

4.1%

50.5%

28.9%

圏域の合計

鶴岡市

三川町

庄内町

61,411

3,287

9,980
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（２）圏域の将来像 

  我が国は、少子高齢化と人口減少が進行し、産業・経済のグローバル化が進展する

なか、国と地方の財政は非常に厳しい状況にあるなど、これまでに経験したことのな

い大きな転換期にある。このような状況のなか、中央から地方へ、官から民へ、物の

豊かさから心の豊かさへといった構造的な変革が急速に展開されており、地方自治体

では新しい時代の多様化する行政ニーズに応え、効率的な行財政運営のもと、地域の

実情に応じた自主的・自立的な地域づくりを進めることが求められている。 

庄内南部地域の鶴岡市、三川町、庄内町は、昔から生活・経済・文化などを一にす

る圏域として密接な関係を有しており、これまでも各般の行政推進において多様な連

携を図ってきた。しかし、圏域全体の人口減少が進み活力低下が懸念されるなか、今

後は更に連携協力し、必要な生活基盤を確保しつつ魅力ある地域づくりを進めていく

必要がある。 

  このため、本市は、三川町、庄内町とともに「庄内南部定住自立圏」を形成し、そ

の中心市として都市機能の充実を図るとともに、１市２町それぞれの特性を生かした

地域づくりを進め、人々が将来にわたって安心して暮らし続けることができる圏域づ

くりを進め、圏域全体として定住環境を整えていく。 

市民と地域と行政の力、さらに３市町の協調・協力による「総合力」の発揮に努め、

豊かな自然環境や優れた地域資源など各地域の特性を最大限活かし、安心して暮らせ

る生活環境の整備と地域活力の向上を図り、人、暮らし、自然がいきいきと輝く、持

続可能な希望あふれる圏域を形成することをめざすものである。 

 

（３）市町の役割分担 

鶴岡市 

定住に必要な都市機能の整備･提供や生活機能の確保･充実に努めるとともに、地域

資源を活かした振興策に取り組み、圏域全体の活性化と圏域住民が安心して暮らせ

る魅力ある圏域の形成を図る。 

連携する三川町・庄内町 

生活機能の確保・充実に努めるとともに、それぞれが有する地域資源を活かした振

興策に取り組み、圏域の魅力づくりと一体感の醸成に向け、それぞれが役割を果た

す。 

 

３ 定住自立圏共生ビジョンの期間 

平成２５年度から平成２９年度までの５年間とする。 

ただし、毎年度所要の見直しを行うものとする。 
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４ 定住自立圏形成協定に基づき推進する具体的取組 

（１）生活機能の強化に係る政策分野 

① 医療 

ア 医師等の確保対策の充実 

  
圏域の基幹病院である鶴岡市立荘内病院は、地域に根ざした急性期病院、また救急医療・高度医

療の中核として、鶴岡地区医師会、歯科医師会、薬剤師会などと連携し圏域全体の医療の充実に貢

献しているが、医師不足の解消が課題であり、圏域で連携・協力して説明会や情報収集・発信等様々

な確保対策を講じる。 
 

形成協定の内容 

 

具体的な連携事業 

事業名 医師の確保対策事業 

関係市町名 鶴岡市、三川町、庄内町 

事業内容 

 

医学生に対する修学資金の貸与や高校生を対象としたオープンホスピタル事業、研

修医確保に向けた病院説明会(山形、仙台、東京など)への参加、診療参加型臨床実

習医学生の受入れ、当地域出身者で県外に勤務する医師や当地域出身の医学生に

対する勧誘、新潟大学・山形大学医学部への働き掛け、さらには医師公舎の整備など

により医師確保を図っていく。 

期待される効

果 

研修医や医師の確保に一定の効果が見込まれるとともに、オープンホスピタル事業

を通じて医学部進学をめざす生徒の増加が期待できる。 

実施スケジュ

ール 
具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

医学生への修学資金の貸与       

オープンホスピタルの開催       

病院説明会への参加       

臨床実習医学生の受入れ       

医師・医学生への働き掛け       

医師公舎整備、管理運営委託       

事業費見込 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 

(千円) 
鶴岡市 1,000 7,000 54,096 999,185 32,340 40,476 1,133,097 

三川町        

庄内町        

活用を想定す

る補助制度 
 － 

役割分担の 

考え方 

・鶴岡市(荘内病院)が主体的に取組みを行う。 

・三川町と庄内町は、医師確保に向けた情報提供・情報発信を行う。 

事業費見込は現時点での見込額を記載しており、毎年度の予算で具体額を定めます。 

取組の内容 圏域の基幹病院である鶴岡市立荘内病院の医師等の確保に向けて、甲が実施・参加

する取組に対し、乙も連携・協力して取組を推進し、圏域の医療体制の安定・充実を図

る。 

甲（鶴岡市） 

の役割 

甲が実施・参加する鶴岡市立荘内病院の医師等の確保に向けた取組について、乙の

情報も活用しながら実施する。 

乙（三川町、 

庄内町）の役割 

甲と連携し、鶴岡市立荘内病院の医師等の確保に向けた取組に協力する。 
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イ 休日及び夜間における診療体制の充実 

 
鶴岡市が設置する鶴岡市休日夜間診療所及び鶴岡市休日歯科診療所について、圏域内の住民が安

心して利用できる初期救急医療施設として、適切な利用と利用者拡大のため、機能充実と普及啓発

の取組みを行う。 

 

形成協定の内容 

 
具体的な連携事業 

事業名 休日及び夜間における診療体制の充実 

関係市町名 鶴岡市、三川町、庄内町 

事業内容 

 

 

関係市町及び医療関係団体並びに各種メディアを通じて、休日夜間診療所等の利

用に関するパンフレットの配布やポスターの掲示等により、普及啓発活動を行う。 

期待される効

果 

圏域全体として、利用者の利便性向上と初期救急医療体制の確立が期待される。 

実施スケジュ

ール 

具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

普及啓発活動の実施       

       

事業費見込 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 
（千円） 

鶴岡市 100 100 40 40 40 40 260 

三川町        

庄内町        

活用を想定す

る補助制度 
 － 

役割分担の 

考え方 

・鶴岡市は各町及び医療関係団体並びに各種メディアとの連絡調整を担当する。 

・各市町は共同して住民に対する普及啓発活動を行う。 

事業費見込は現時点での見込額を記載しており、毎年度の予算で具体額を定めます。 
 

取組の内容 圏域の診療体制の充実を図るため、休日及び夜間における初期救急医療体制の確立

を目的に甲が開設する鶴岡市休日夜間診療所及び鶴岡市休日歯科診療所（以下「休

日夜間診療所等」という。）の機能の充実に努めるとともに、圏域内の住民の利用に関

する普及啓発を図る。 

甲（鶴岡市） 

の役割 

休日夜間診療所等について、関係機関と連携・調整を行い円滑な運営を図るとともに、

乙と協議しながら機能の充実に努める。 

甲の住民に対し、休日及び夜間における初期救急医療の適切な利用に関する普及啓

発を行う。 

乙（三川町、 

庄内町）の役割 

乙の住民に対し、休日及び夜間における初期救急医療の適切な利用に関する普及啓

発を行う。 
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ウ がん緩和ケアの充実 

 
鶴岡市が設置する「緩和ケアサポートセンター鶴岡・三川」を鶴岡市と三川町が継続して運営し、

講座や講演会等の啓発活動や医療福祉関係者の研修等をとおし、２市町が連携してがん緩和ケアの

普及啓発を推進する。 

 
 形成協定の内容 

 

  具体的な連携事業 

事業名 南庄内がん緩和ケアの拡充 

関係市町名 鶴岡市、三川町 

事業内容 

 

地域住民を対象に公開講座や出張講演会等の啓発活動を実施し、医療福祉関係

者のスキルアップ研修会と連携促進の事業を展開する。 

期待される効

果 

 

 圏域全体として、がん患者とその家族のＱＯＬの向上と､関係する医療・福祉従事者の

スキルアップが見込まれる。 

実施スケジュ

ール 
具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

啓発事業（講座・出張講演会）       

スキルアップ研修会の開催       

医療と福祉の連携事業       

事業費見込 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 

（千円） 
鶴岡市 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 15,000 

三川町 500 500 500 500 500 500 2,500 

活用を想定す

る補助制度 
 － 

役割分担の 

考え方 

・住民への情報提供は各市町がそれぞれ行なう。 

・南庄内緩和ケア推進協議会の活動負担金拠出及び委員の選出をそれぞれ行う。 

事業費見込は現時点での見込額を記載しており、毎年度の予算で具体額を定めます。 
 

取組の内容 がん緩和ケアの充実を図るため、甲が設置する緩和ケアサポートセンター鶴岡・三川に

ついて、甲及び乙の住民が活発に利用できるよう、連携して緩和ケアの普及啓発を推

進するとともに、がん患者とその家族の生活の質を向上する取組を展開する。 

甲（鶴岡市） 

の役割 

緩和ケアサポートセンター鶴岡・三川を継続して運営するとともに、関係する医療・福

祉・行政機関で組織する南庄内緩和ケア推進協議会を、乙と協議しながら運営する。 

乙（三川町） 

の役割 

乙の住民に対して緩和ケアサポートセンター鶴岡・三川の利用に関する普及啓発活動

を行う。 

南庄内緩和ケア推進協議会への参加と運営への協力を行う。 
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エ がん検診受診率向上に向けた取組の拡大 
 

がんの早期発見・早期治療に有効な検診について、圏域の住民の生命を守り健康寿命の延伸を図

るため、圏域で連携・協力して受診の啓発活動や職域への働きかけを進め、受診率の向上をめざす。 

 
 形成協定の内容 

 

  具体的な連携事業 

事業名 がん検診受診向上対策啓発事業 

関係市町名 鶴岡市、三川町、庄内町 

事業内容 

 

 

市・各町が一体的にがん検診及びがん予防の周知啓発を図るためのチラシの作成

やキャンペーン、講演会を開催する。また、職域と連携し受診状況の実態調査と受診勧

奨を行う。 

期待される効

果 

 

圏域全体として受診率が向上し、早期発見・早期治療が推進され、健康寿命の延伸

が期待される。 

実施スケジュ

ール 
具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

啓発事業（講演会・キャンペーン等）       

職域の実態調査・受診勧奨       

       

事業費見込み H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 

（千円） 
鶴岡市 480 1,053 613 581 581 581 3,409 

三川町  103 73 71 71 71 389 

庄内町  206 115 110 110 110 651 

活用を想定す

る補助制度 
 － 

役割分担の 

考え方 

・鶴岡市は各町との連絡、調整を担当する。 

・啓発等に係る経費は各市町それぞれが負担する。 

・住民への情報提供は各市町がそれぞれ行う。 

事業費見込は現時点での見込額を記載しており、毎年度の予算で具体額を定めます。 

 

取組の内容 がんから圏域の住民の生命・健康を守るため、甲及び乙が連携して、早期発見・早期

治療に有効ながん検診の啓発活動を推進し、職域への受診向上のための取組等を行

い、受診率の向上を目指す。 

甲（鶴岡市） 

の役割 

職域に対する啓発のための広報活動や講演会の開催、職域の受診状況の実態調査

や受診勧奨等について、乙と連携して取り組むとともに、その調整を図る。 

乙（三川町、 

庄内町）の役割 

上記甲の取組について、甲と連携して実施する。 
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② 福祉 

ア 病児・病後児保育施設の相互利用 
 

圏域の各市町で実施している病児・病後児保育施設のサービスについて、圏域の子育て環境の充

実を図るため各市町の住民が相互に利用できるようにする。 

 
 形成協定の内容 

   

具体的な連携事業 

事業名 病児・病後児保育施設の相互利用事業 

関係市町名 鶴岡市、三川町、庄内町 

事業内容 

 

 

病児・病後児保育施設『カトレアキッズルーム』、『にこっと』及び『余目保育園』に整

備予定の施設において実施する病児・病後児保育について、市及び各町の住民が利

用できるようにするとともに、各市町の住民への情報提供に努める。 

期待される効

果 

 

 圏域全体として保護者の就労を支援するとともに、安心して子育てできる環境の充実

を図る。 

実施スケジュ

ール 
具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

運営体制の一部見直し･調整       

利用範囲の拡大       

       

事業費見込み H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 

（千円） 
鶴岡市 6,709 6,556 6,708 6,944 6,944 6,944 34,096 

三川町 9,100 9,906 10,910 10,910 10,910 10,910 53,546 

庄内町     11,664 11,664 23,328 

活用を想定す

る補助制度 

子ども・子育て支援交付金（国 1/3）、山形県保育対策等促進事業費補助金（県

1/3、市町 1/3） 

役割分担の 

考え方 

・鶴岡市は各町との連絡、調整を担当する。 

・各施設の運営経費に対する委託料及び補助金は施設の所在市町が負担する。 

・住民への周知は各市町がそれぞれ行う。 

事業費見込は現時点での見込額を記載しており、毎年度の予算で具体額を定めます。 
 

取組の内容 圏域の子育て環境の充実を図るため、圏域内に設置されている病児・病後児保育施設

について、甲及び乙の住民が相互に利用できるよう調整を行い、保護者の就労を支援

する。 

甲（鶴岡市） 

の役割 

甲において設置する病児・病後児保育施設を乙の住民も利用できるようにするととも

に、取組の調整を図る。 

甲の住民に対して乙（三川町のみ）の病児・病後児保育施設の利用に関する周知を行

う。 

乙（三川町、 

庄内町）の役割 

乙（三川町のみ）において設置する病児・病後児保育施設を甲の住民も利用できるよう

にする。 

乙の住民に対して甲の病児・病後児保育施設の利用に関する周知を行う。 
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 イ 一時保育施設の相互利用 

 
圏域の認可保育所が実施している一時預かりについて、圏域の子育て環境の充実を図るため各市

町の住民が相互に利用できるようにする。 

 
 形成協定の内容 

   

具体的な連携事業 

事業名 一時保育施設の相互利用事業 

関係市町名 鶴岡市、三川町、庄内町 

事業内容 

 

各市町の認可保育所が実施する一時預かりについて、市及び各町の住民が利用で

きるようにするとともに、各市町の住民への情報提供に努める。 

期待される効

果 

 

圏域全体として保護者の就労支援及び育児負担の軽減を図るとともに、安心して子

育てできる環境の充実が期待される。 

実施スケジュ

ール 
具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

運営体制の一部見直し･調整       

利用範囲の拡大       

       

事業費見込 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 

（千円） 
鶴岡市 11,000 11,500 11,500 20,300 20,300 20,300 83,900 

三川町 760 760 2,828 1,473 1,473 1,473 8,007 

庄内町 6,140 6,140 6,140 8,506 8,506 8,506 37,798 

活用を想定す

る補助制度 

子ども・子育て支援交付金（国）、山形県保育対策等促進事業費補助金（県） 

  ・一時預かり事業（国 1/3、県 1/3、市町 1/3） 

役割分担の 

考え方 

・鶴岡市は各町との連絡、調整を担当する。 

・各施設の運営経費に対する費用は施設の設置市町が負担する。 

・住民への周知は各市町がそれぞれ行う。 

事業費見込は現時点での見込額を記載しており、毎年度の予算で具体額を定めます。 
 

取組の内容 圏域の子育て環境の充実を図るため、圏域内の認可保育所が実施する一時預かりに

ついて、甲及び乙の住民が相互に利用できるよう調整を行い、保護者の就労支援及び

育児負担の軽減を図る。 

甲（鶴岡市） 

の役割 

甲の認可保育所が実施する一時預かりを乙の住民も利用できるようにするとともに、取

組の調整を図る。 

甲の住民に対して乙の認可保育所が実施する一時預かりの利用に関する周知を行う。 

乙（三川町、 

庄内町）の役割 

乙の認可保育所が実施する一時預かりを甲の住民も利用できるようにする。 

乙の住民に対して甲の認可保育所が実施する一時預かりの利用に関する周知を行う。 
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 ウ 鶴岡市子ども家庭支援センターの広域利用 
 

圏域の各市町で実施している子育て支援センターの事業について、圏域の子育て環境の充実を図

るため、各市町の住民が相互に利用できるようにする。 

 
 形成協定の内容 

 

具体的な連携事業 

事業名 鶴岡市子ども家庭支援センターの機能拡充事業 

関係市町名 鶴岡市、三川町、庄内町 

事業内容 

 

 

鶴岡市の子育て支援センターで実施する育児相談、育児講座等の事業について、

市以外の各町の住民も利用できるようにするとともに、各町の住民への情報提供に努め

る。 

期待される効

果 

 

圏域全体として、安心して子育てできる環境の向上が期待される。 

 

実施スケジュ

ール 
具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

運営組織の一部見直し       

事業範囲の拡大       

       

事業費見込み H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 

（千円） 
鶴岡市 400 400 400 400 400 400 2,000 

三川町        
庄内町        

活用を想定す

る補助制度 

子ども・子育て支援交付金（国）、山形県保育対策等促進事業費補助金（県） 

（国 1/3、県 1/3、市町 1/3） 

役割分担の 

考え方 

・鶴岡市は各町との連絡、調整を担当する。 

・講座等に係る開催経費及び活動広報経費は各市町それぞれが負担する。 

・住民への情報提供は各町がそれぞれ行う。 

事業費見込は現時点での見込額を記載しており、毎年度の予算で具体額を定めます。 

 

取組の内容 圏域の子育て環境の充実を図るため、甲が設置する鶴岡市子ども家庭支援センターに

ついて、甲及び乙の住民を対象に、子育て支援や育児発達相談等を展開する。 

甲（鶴岡市） 

の役割 

鶴岡市子ども家庭支援センターで実施する育児相談、育児講座等の事業について、

甲及び乙の住民を対象とし、事業を実施する。 

乙（三川町、 

庄内町）の役割 

乙の住民に対して、鶴岡市子ども家庭支援センターの適切な利用に関する普及啓発を

行う。 
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 エ 介護認定審査事務の連携 
 

鶴岡市が設置する鶴岡市介護認定審査会による要介護認定審査事務において、三川町の住民も対

象として継続して実施し、介護保険事業の効率的な運営を図る。 

 
 形成協定の内容 

 

具体的な連携事業 

事業名 鶴岡市介護認定審査会による要介護認定審査事務 

関係市町名 鶴岡市、三川町 

事業内容 

 

 

鶴岡市介護認定審査会による要介護認定審査事務について、乙の住民も対象とす

るよう、乙は甲に事務を委託する。 

期待される効

果 

 

 効率的な要介護認定審査事務が行われる。 

実施スケジュ

ール 
具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

事業実施       

       

       

事業費見込み H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 

（千円） 
鶴岡市 18,586 16,450 18,600 18,112 18,000 18,000 89,162 

三川町 5,100 5,026 5,034 5,195 5,000 5,000 25,255 

活用を想定す

る補助制度 
 － 

役割分担の 

考え方 

・鶴岡市は三川町の委託を受け、事務を行う。 

 

事業費見込は現時点での見込額を記載しており、毎年度の予算で具体額を定めます。 
 

取組の内容 介護保険事業の効率的運営を図るため、甲が設置する鶴岡市介護認定審査会による

要介護認定審査事務について、乙の住民も対象として実施する。 

甲（鶴岡市） 

の役割 

鶴岡市介護認定審査会による要介護認定審査事務において、乙の住民の要介護認定

審査事務を受託する。 

乙（三川町） 

の役割 

甲に乙の住民の要介護認定審査事務を委託する。 



13 

 

③ 教育 

ア 鶴岡市中央公民館女性センターの広域利用 
 

鶴岡市が設置・運営する鶴岡市中央公民館女性センターについて、圏域内の女性の生活支援と学

習活動の向上を図るため、２町に対して同センターの事業展開の拡大と住民の利用促進を図る。 

 
 形成協定の内容 

 

具体的な連携事業 

事業名 鶴岡市中央公民館女性センターの機能拡充事業 

関係市町名 鶴岡市、三川町、庄内町 

事業内容 

 

 

鶴岡市中央公民館女性センターで実施する、就業を支援する講座や女性の企画力

向上をめざす講座、その他各種講座等について、鶴岡市以外の各町住民が利用でき

るようにするとともに、各町の住民への情報提供に努める。 

 

期待される効

果 

 

圏域全体において、女性の職業生活、家庭生活支援と女性の学習活動意欲を向上

させることが期待される。 

実施スケジュ

ール 
具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

事業範囲の拡大       

       

       

事業費見込み H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 

（千円） 
鶴岡市 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 7,500 

三川町        
庄内町        

活用を想定す

る補助制度 
 － 

役割分担の 

考え方 

・鶴岡市は各町との連絡、調整を担当する。 

・住民への情報提供は各市町がそれぞれ行う。 

事業費見込は現時点での見込額を記載しており、毎年度の予算で具体額を定めます。 

取組の内容 圏域の女性の生活支援と学習活動の向上を図るため、甲が設置する鶴岡市中央公民

館女性センターについて、甲及び乙の住民を対象に、事業を展開する。 

甲（鶴岡市） 

の役割 

鶴岡市中央公民館女性センターで実施する各種講座等について、甲及び乙の住民を

対象とし、事業を実施する。 

乙（三川町、 

庄内町）の役割 

乙の住民に対して、鶴岡市中央公民館女性センターの適切な利用に関する普及啓発

を行う。 
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④ 産業振興 

ア 圏域の産業人材の育成 
 

(公財)庄内地域産業振興センターが実施する人材育成事業に対し、圏域における産業の技術力向

上と事業の高度化に資する人材を育成するため、各市町が連携して支援を行うとともに地元企業に

対する情報提供等を行う。 

 
 形成協定の内容 

 

具体的な連携事業 

事業名 産業人材育成支援事業 

関係市町名 鶴岡市、三川町、庄内町 

事業内容 

 

 

(公財)庄内地域産業振興センターが主体として実施する、地域産業の技術力向上と

事業の高度化に資するための人材育成事業の共同支援(運営費・受講費の一部補助)

を行なう。 

期待される効

果 

事業へ共同支援することにより、安定した事業が遂行できる。 

より多くの企業が参加することにより、企業間の交流及び圏域内の企業の活性化が

図られる。 

実施スケジュ

ール 
具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

事業実施       

各事業所への周知・検討       

事業負担       

事業費見込み H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 

（千円） 
鶴岡市 9,913 8,473 9,655 9,725 9,725 9,725 47,303 

三川町          

庄内町          

活用を想定す

る補助制度 
 － 

役割分担の 

考え方 

・庄内産業振興センターの事業に係る経費（運営費・受講費の一部補助）等について

は、関係市町が応分の負担を行う。 

・各市町の負担については、企業の参加状況を踏まえ按分を検討する。 

事業費見込は現時点での見込額を記載しており、毎年度の予算で具体額を定めます。 
 

取組の内容 圏域の産業人材の育成のため、(公財)庄内地域産業振興センター（以下「センター」と

いう。）が実施する地域産業の競争力向上と事業の高度化に資する人材育成事業に対

し、甲及び乙が連携して支援を行う。 

甲（鶴岡市） 

の役割 

地元企業や高等教育機関等の関係機関に対し、センターで実施する人材育成事業の

情報提供を行う。 

センターの人材育成事業を乙と連携して支援するとともに、その調整を図る。 

乙（三川町、 

庄内町）の役割 

地元企業等に対し、センターで実施する人材育成事業の情報提供を行う。 

甲と連携してセンターの人材育成事業を支援する。 
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イ 雇用・就業支援対策の推進 
 

鶴岡市が設置する鶴岡ワークサポートルームについて、鶴岡市と三川町が連携して支援し、同市

町の住民が求職者の相談、求人開拓、あっ旋事務等のサービスを適切に受けられるようにし、求職

者の選択肢の確保、安定した生活への支援を行う。 

 
 形成協定の内容 

 

具体的な連携事業 

事業名 内職相談事業 

関係市町名 鶴岡市、三川町 

事業内容 

 

 

甲が設置する鶴岡ワークサポートルームにおいて、在宅での仕事を希望する方のた

めの内職相談員を設置し、求職者の相談、求人開拓、あっ旋事務を行なう。 

期待される効

果 

 

より多くの内職求人・求職募集が見込めるとともに、求職者の選択肢が広がり、安定し

た生活への助成が期待できる。 

実施スケジュ

ール 
具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

内職相談・求人開拓・あっ旋       

       

       

事業費見込み H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 

（千円） 
鶴岡市 2,395 2,640 2,730 2,690 2,690 2,690 13,440 

三川町 135 144 148 144 144 144 724 

活用を想定す

る補助制度 
 － 

役割分担の 

考え方 

相談業務に係る経費（人件費・事務費）等については、各市町が応分の負担（人口割

合等）を行う。 

事業費見込は現時点での見込額を記載しており、毎年度の予算で具体額を定めます。 
 

取組の内容 圏域の雇用・就業支援の充実のため、甲が設置する鶴岡ワークサポートルームが行う

雇用・就業支援事業について、甲及び乙の地域で実施する。 

甲（鶴岡市） 

の役割 

鶴岡ワークサポートルームにおいて、甲と乙の住民に対して雇用・就業支援事業を実

施する。 

乙（三川町） 

の役割 

乙の地域住民や事業所に対し、甲が実施する雇用・就業支援事業の適切な利用に関

する普及啓発を行う。 
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ウ 水田農業の研究・研修活動等の促進 
 

庄内水田農業推進機構が行う農業者を対象とした生産技術や加工・販売等や消費者・企業等を含

めた研修会、さらに鶴岡市が実施する水田農業体験などについて、圏域の水田農業の振興を図るた

め、市と２町が連携し、事業範囲を拡大して実施する。 

 
 形成協定の内容 

 

具体的な連携事業 

事業名 庄内水田農業推進機構支援事業 

関係市町名 鶴岡市、三川町、庄内町 

事業内容 

 

 

機構が行う水田農業の振興・発展を図るための関係機関・団体及び地域農業のリー

ダーや意欲の高い農業者を対象とした生産技術や加工・販売等に関するフォーラム・ワ

ークショップの開催と、広く住民・消費者や企業等との連携・交流を図るための研修会

の開催に対して、協力して支援を行う。合わせて、山大農学部と連携した小学生を対象

とした水田農業体験（わんぱく農業クラブ）の圏域を拡大して毎月１回実施する。 

期待される効

果 

 

庄内南部の関係者が連携し事業を拡充することで、水田農業の情報発信と担い手

農家の生産技術・経営力の向上が図られる。 

小学生・保護者の水田農業への理解関心を高めることができる。 

実施スケジュ

ール 
具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

組織化に向けた検討       

ワークショップ・研修会の開催       

わんぱく農業クラブの拡大実施       

事業費見込み H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 

（千円） 
鶴岡市 447 368 370 370 370 370 1,848 

三川町  22 22 21 21 21 107 

庄内町  66 66 63 63 63 321 

活用を想定す

る補助制度 
 － 

役割分担の 

考え方 

・鶴岡市は、事務局として町及び関係組織・団体との連絡調整を行う。 

・各市町は、関係組織・団体と連携し、フォーラム・ワークショップを企画・開催する。 

事業費見込は現時点での見込額を記載しており、毎年度の予算で具体額を定めます。 
 

取組の内容 圏域の基幹産業である農業、特に水田農業を振興するため、ＪＡ、試験研究機関、山形

大学農学部及び行政で構成する庄内水田農業推進機構が行う事業を圏域全体で推

進し、支援する。 

甲（鶴岡市） 

の役割 

庄内水田農業推進機構の取組について、事務局として関係機関・団体等との調整及

び事業企画に対する支援、管内農家等への周知等を行う。 

水田農業の推進に関する事業を拡大して実施する。 

乙（三川町、 

庄内町）の役割 

甲と連携して、関係機関・団体等との調整及び事業企画に対する支援、管内農家等へ

の周知等を行う。 
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エ 育苗施設等農業施設の相互利用 
 

圏域の産地化の拡大・強化を図るため、圏域自治体等が設置、又は指定管理などにより管理運営

する花卉育苗施設などを圏域の住民・組織が利用できるようにし、高品質かつ低価格で安定的な花

卉苗の供給等を促進する。 

 
 形成協定の内容 

 

具体的な連携事業 

事業名その１ 庄内南部地域花卉育苗施設利用拡大事業 

関係市町名 鶴岡市、三川町、庄内町 

事業内容 庄内町、三川町に設置された花卉及び野菜育苗施設を広域で利用拡大することに

より、高品質かつ低価格な苗の供給を促進する。 

庄内町が設置し、指定管理者の庄内町種苗センター運営協議会が管理運営する花

卉育苗施設を広域で利用拡大することにより、高品質かつ低価格で安定的な花卉苗の

供給を促進する。 

期待される効

果 

 

庄内南部地域の花卉生産の拡大と関係農家の経営の安定化が促進される。 

新規生産者（特に、若者農業者）の花卉生産への円滑な参画が促進される。 

実施スケジュ

ール 
具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

広域利用の調整       

利用拡大策の実施       

       

事業費見込み H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 

（千円） 
鶴岡市   531 1,000 800 1,000 3,331 

三川町        

庄内町        

活用を想定す

る補助制度 
 － 

役割分担の 

考え方 

・26 年度から市町の利用状況に応じた負担とする。 

 

事業名その２ 庄内広域育成牧場・大網放牧場・庄内町放牧場合理化事業 

関係市町名 鶴岡市、三川町、庄内町 

事業内容 畜産農家が減少する中で、鶴岡市管内にある庄内広域育成牧場と大網放牧場及び

庄内町放牧場について、月山高原牧場を核とした施設統合や一体的利用の検討を進

め、放牧事業の合理化・効率化を推進する。(なお、大網牧場は平成２７年に廃止して

いる。) 

取組の内容 圏域の産地化の拡大・強化を図るため、花卉育苗施設などの農業施設について、甲乙

の協議の上、圏域全体で利用できるよう調整し利用拡大を図る。 

甲（鶴岡市） 

の役割 

農業施設の相互利用について乙と協議し、甲の住民に育苗施設等農業施設の利用に

関する周知を行う。 

乙（三川町、 

庄内町）の役割 

農業施設の相互利用について甲と協議し、乙の住民に育苗施設等農業施設の利用に

関する周知を行う。 
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期待される効

果 

 

施設の統合と一体的利用による役割分担の明確化により、効率的な放牧事業の促

進が図られる。 

 

実施スケジュ

ール 
具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

統合・利用調整の検討       

事業実施       

       

事業費見込み H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 

（千円） 
鶴岡市    8,000 1,000 1,000 10,000 

三川町        

庄内町        

活用を想定す

る補助制度 
 － 

役割分担の 

考え方 

・月山高原牧場の整備については、設置場所である鶴岡市が支援を行う。 

事業費見込は現時点での見込額を記載しており、毎年度の予算で具体額を定めます。 
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オ 内水面漁業の振興対策の充実 
 

内水面漁業協同組合が行う魚族の増殖や漁場環境の保全などの取組みに対し、内水面漁業の振興

を図るため、圏域の各市町が継続して支援する。 

 
 形成協定の内容 

 

具体的な連携事業 

事業名 内水面漁業振興事業 

関係市町名 鶴岡市、三川町、庄内町 

事業内容 

 

河川環境を検討し、種苗の放流による魚族の増殖と、河川監視等による漁場環境の

保全を行うため、内水面漁業協同組合へ補助金を交付し、振興支援に努める。 

期待される効

果 

 

魚族の増殖と漁場環境の整備により、圏域内外から多くの釣り客が訪れることで、河

川流域の活性化が図られる。 

子供の体験学習として種苗放流を実施することで、川や生き物についての関心が図

られる。 

実施スケジュ

ール 
具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

事業実施       

       

       

事業費見込み H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 

（千円） 
鶴岡市 380 380 380 380 380 380 1,900 

三川町 48 48 48 48 48 48 240 

庄内町 47 47 47 47 47 47 235 

活用を想定す

る補助制度 
－ 

役割分担の 

考え方 

・鶴岡市は各町との連絡、調整を担当する。 

・内水面漁業協同組合への補助は各市町がそれぞれ負担する。 

事業費見込は現時点での見込額を記載しており、毎年度の予算で具体額を定めます。 
 

取組の内容 内水面漁業の一層の振興を図るため、甲の区域に所在する内水面漁業協同組合が行

う魚族の増殖や漁場環境の保全などの取組について、圏域で連携して支援し活動を

推進する。 

甲（鶴岡市） 

の役割 

内水面漁業協同組合に対し、乙と連携して支援を行うとともに、支援の調整を図る。 

乙（三川町、 

庄内町）の役割 

甲と連携して、内水面漁業協同組合に対し支援を行う。 
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カ 観光推進団体等支援の充実 
 

圏域の一層の観光振興のため、全国有数の花火大会である赤川花火大会と、全国有数の観光地で

あり山岳信仰の地である出羽三山地区の受入環境の整備について、鶴岡市と関係町が連携・協力し、

推進団体への支援を継続強化する。 

 
 形成協定の内容 

 

具体的な連携事業 

事業名その１ 赤川花火大会への支援 

関係市町名 鶴岡市、三川町 

事業内容 

 

 

赤川花火大会への補助金支出 

期待される効

果 

 

赤川花火大会を支援することにより、誘客の増加が図られる。 

実施スケジュ

ール 
具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

補助金の維持、拡充       

       

       

事業費見込み H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 

（千円） 
鶴岡市 10,000 10,000 12,000 15,000 12,000 12,000 61,000 

三川町 300 300 300 400 300 300 1,600 

活用を想定す

る補助制度 
 － 

役割分担の 

考え方 

・鶴岡市は三川町及び関係機関・団体との連絡調整を行う。 

 

事業名その２ 出羽三山地区観光開発促進期成同盟会負担金 

関係市町名 鶴岡市、庄内町 

事業内容 

 

現地調査等観光開発事業、月山八合目・九合目・山頂の公衆トイレ管理事業、県道

月山公園線交通混雑対策事業、月山八合目給水事業及び要望活動 

期待される効

果 

 

全国有数の観光地であり山岳信仰で有名な出羽三山地区の受入環境を整備するこ

とにより、誘客の増加が図られる。 

取組の内容 圏域の観光による誘客を強化するため、観光推進団体等が行う事業に対し、甲乙の協

議の上、連携して支援する。 

甲（鶴岡市） 

の役割 

観光推進団体の企画運営に必要に応じて協力するとともに、その取組の調整を図る。 

乙（三川町、 

庄内町）の役割 

甲と連携して、観光推進団体の企画運営に協力する。 
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実施スケジュ

ール 
具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

負担金の拡充       

       

       

事業費見込み H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 

（千円） 
鶴岡市 2,547 2,600 2,600 2,600 2,600 2,600 13,000 

庄内町 39 200 200 200 200 200 1,000 

活用を想定す

る補助制度 
 － 

役割分担の 

考え方 

・鶴岡市は庄内町及び関係機関・団体との連絡調整を行う。 

 

事業費見込は現時点での見込額を記載しており、毎年度の予算で具体額を定めます。 
 

 

キ 圏域観光の魅力発信の連携強化 
 

圏域の一層の観光振興のため、新たな観光資源の掘り起こしや、古くから育んできた伝統芸能の発信、

観光推進団体等への支援などを各市町で連携・協力して行い、圏域の魅力発信の強化を図る。 
 

 形成協定の内容 

 

具体的な連携事業 

事業名その１ 魅力発信事業 

関係市町名 鶴岡市、三川町、庄内町 

事業内容 

 

 

協議会の設置、パワースポットなど新たな観光資源の掘り起こし、観光ルートの体系

化、ＰＲ用チラシの作成、シンポジウムの開催、フィールドワークの実施、出羽商工会の

観光事業への支援、特産品開発プロジェクトへの支援を行う。 

 

期待される効

果 

郷土愛の醸成、誘客の拡大、地域の活性化、物産の販路拡大などが図られる。 

実施スケジュ

ール 
具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

事業内容の調整       

事業実施       

       

 

取組の内容 圏域の一層の観光振興を図るため、新たな観光資源を掘り起こし広くＰＲするほか、古

くから育んできた伝統芸能の発信を圏域全体で連携して行い、圏域の魅力発信を強化

する。 

甲（鶴岡市） 

の役割 

観光資源の掘り起こしと魅力発信のため、関係機関・団体との調整及び企画運営を行

う。 

乙（三川町、 

庄内町）の役割 

甲と連携して、関係機関・団体との調整及び企画運営を行う。 
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事業費見込み H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 

（千円） 
鶴岡市  100 100 150 1,000 1,000 2,350 

三川町    150 300 300 750 

庄内町  100 100 150 300 300 950 

活用を想定す

る補助制度 

  

役割分担の 

考え方 

･鶴岡市は各町及び関係機関・団体との連絡調整を行う。 

 

事業名その２ 伝統芸能祭開催事業 

関係市町名 鶴岡市、三川町、庄内町 

事業内容 

 

 

各市町で古くから育んできた獅子舞、天狗舞、神楽などの伝統芸能を一同に会し、

披露する。（開催地は持ち回りとする。） 

期待される効

果 

 

誘客の促進と後継者の育成が図られる。 

実施スケジュ

ール 
具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

実施に向けた調整       

事業実施       

       

事業費見込み H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 

（千円） 
鶴岡市   0 0 0 3,000 3,000 

三川町   0 0 0 500 500 

庄内町   0 0 0 500 500 

活用を想定す

る補助制度 
 － 

役割分担の 

考え方 

・鶴岡市は各町及び関係機関・団体との連絡調整を行う。 

 

事業費見込は現時点での見込額を記載しており、毎年度の予算で具体額を定めます。 
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ク 食文化や映画を活かした地域文化の発信、創造的人材の育成 
 

圏域の豊かな食文化資源と、大型ロケ施設やコミュニティ型映画館、映像制作人材などの映画資

源を基盤に、地域文化情報の発信や創造的人材の育成、創造的文化産業の創出に取組み、食関連産

業や観光の振興、商店街の活性化などにつなげる。 
 
 形成協定の内容 

 

具体的な連携事業 

事業名 食文化と映画を活かした創造的産業づくり事業 

関係市町名 鶴岡市、三川町、庄内町 

事業内容 

 

広域的な推進組織を設置し、ワークショップを通じた創造的映画人材の育成、食文

化をテーマにした地域映画の製作、映画・映像を活用した「スクリーンツーリズム」、地域

ならではのフィルムコミッションの整備、映画人との交流・移住定着、映像を活用した創

造的産業や既存産業の振興などに関する調査研究を実施し、これらが観光・商業等の

産業活性化につながる持続的な仕組みづくりを行うとともに、可能性の高い事業から段

階的に展開を図る。 

期待される効

果 

 

食文化と映画を通した交流人口の増加、関連人材の移住定着、創造的産業の創出

と既存産業の活性化などが期待できる。 

実施スケジュ

ール 
具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

 事業実施       

       

       

事業費見込み H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 

（千円） 
鶴岡市 8,000 10,000     10,000 

三川町        

庄内町        

活用を想定す

る補助制度 
国等関連補助金 

役割分担の 

考え方 

･28 年度以降の具体的展開及び事業費見込みについては今後調整する。 

・鶴岡市は各町との連絡、調整を担当する。 

 

事業費見込は現時点での見込額を記載しており、毎年度の予算で具体額を定めます。 

取組の内容 圏域の交流人口の拡大、定住促進を図るため、庄内南部地域の豊かな食文化を活か

した食文化創造の活動と映画・映像など地域の新たな資源の相乗効果により、特色あ

る地域文化の発信、創造的人材の育成等を進める。 

甲（鶴岡市） 

の役割 

食文化や映画の関係機関・団体との調整及び事業の企画運営を行う。 

乙（三川町、 

庄内町）の役割 

甲と連携して、関係機関・団体との調整及び事業への協力を行う。 
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ケ 林業の振興と木質バイオマスの利用促進 
 

 

圏域内において間伐等の適正な森林施業を推進することで、豊かな森林環境を保全するとともに、

豊富な森林資源を有効活用し林業を振興するため、木質バイオマスの利用促進と安定的な供給シス

テムの構築を図る。 

 
 形成協定の内容 

 

具体的な連携事業 

事業名 木質バイオマス利用促進事業 

関係市町名 鶴岡市、庄内町 

事業内容 

 

木質バイオマス発電所整備を推進することにより間伐材の需要を拡大し、出羽庄内

森林組合等が実施する間伐事業や作業道開設を支援し木質バイオマスの供給体制整

備と搬出間伐の低コスト化を図る。 

期待される効

果 

 

木質バイオマスの利用拡大により、森林の整備が促進され、林業の振興と森林のも

つ多面的な機能が維持される。  

実施スケジュ

ール 
具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

 木質バイオマス発電所整備       

 間伐促進       

 作業道整備       

事業費見込み H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 

（千円） 
鶴岡市    126,611 21,500 18,500 169,611 

三川町        

庄内町    5,728 5,728 5,728 17,184 

活用を想定す

る補助制度 
美しい森林づくり基盤整備事業補助金（国 1/2） 

役割分担の 

考え方 

・鶴岡市は庄内町及び関係機関・団体との連絡調整を行う。 

･鶴岡市は木質バイオマス発電所整備の支援を行う。 

・間伐、作業道整備の事業支援経費は各市町それぞれが負担する。 

事業費見込は現時点での見込額を記載しており、毎年度の予算で具体額を定めます。 

 

 

 

 

 

取組の内容 圏域の豊富な森林資源を活用した木質バイオマスの安定的な供給システムの構

築と利用促進を図り、林業振興を推進する。 

甲（鶴岡市） 

の役割 

乙と連携して、関係団体へ間伐等の森林施業に対する支援を行うとともに、木質

バイオマスの利用促進に取り組む。 

乙（庄内町） 

の役割 

甲と連携して、関係団体等へ間伐等の森林施業に対する支援を行う。 
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⑤ その他 

ア 下水道事業の連携 
 

地震等の自然災害が頻発するなか、圏域の各市町における汚水処理の連携及び下水道施設の横断

的活用により、公共用水域の水質保全と生活環境の向上を図るとともに、災害時の汚水処理の確保

に努める。 
 

 形成協定の内容 

 

具体的な連携事業 

事業名 下水道事業連携プランの策定と汚水処理の連携 

関係市町名 鶴岡市、三川町、庄内町 

事業内容 

 

 

流域下水道及び公共下水道等の管路・処理施設の整備並びに相互活用に係る事

業連携プランを策定し、その事業推進について研究・検討・整備・管理運営を関係市町

の連携により推進する。 

期待される効

果 

圏域全体の公共用水域の水質保全と生活環境の向上が期待される。 

災害時の汚水処理の迅速な対応が期待される。 

実施スケジュ

ール 
具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

事業連携プラン策定       

プラン実施       

       

事業費見込み H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 

（千円） 
鶴岡市  26 44    70 

三川町        

庄内町        

活用を想定す

る補助制度 
－ 

役割分担の 

考え方 

・鶴岡市は各町の協力により事業連携プランを策定し、事業の推進を図る。 

・最上川下流流域下水道事業促進協議会の運営は庄内町が事務局として連絡・調 

整を担当し、経費は県を含め各市町が負担する。 

事業費見込は現時点での見込額を記載しており、毎年度の予算で具体額を定めます。 

 

取組の内容 最上川下流流域下水道事業を基幹とした汚水処理の連携により、公共用水域の水質

保全と生活環境の向上に努めるとともに、圏域の下水道施設の横断的活用により、災

害時の汚水処理を確保する。 

甲（鶴岡市） 

の役割 

圏域における下水道事業連携プランを乙の協力のもと策定し、乙と連携して効率的、

効果的な下水道事業に取り組む。 

県管理の流域下水道事業による広域処理の円滑な管理運営を維持確保するための連

携を強化する。 

乙（三川町、 

庄内町）の役割 

甲の下水道事業連携プランに基づき、下水道事業の横断的整備促進を図るとともに、

最上川下流流域下水道事業の適切な維持管理の確保のため圏域の連携の強化に努

める。 
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（２）結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

① 地域公共交通 

ア 圏域公共交通ネットワークの確保維持及び利用促進 

 
圏域の公共交通ネットワークの維持強化のため、圏域内の行政関与バス運行体制の確保に努める

とともに、バス利用に関する情報を分かりやすく提供し住民の一層の利用促進を図る。 

 

形成協定の内容 

 

具体的な連携事業 

事業名  圏域内バス路線の利便性向上と分かりやすく利用できるシステムの構築 

関係市町名 鶴岡市、三川町、庄内町 

事業内容 

 

既存バス路線の利便性の向上と路線の確保維持のため、事業者や国、県へ働きか

けるとともに、バス利用に関する情報を分かりやすく提供し利用促進を図る。 

期待される効

果 

 圏域内公共交通ネットワークの利便性向上と、移動手段の確保維持が図られる。 

実施スケジュ

ール 
具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

圏域内バス路線運行事業 
(鶴岡･清川線、鶴岡･酒田線) 

      

バス路線利用促進事業 
(時刻･ﾙｰﾄ･運賃･お得情報等のＰＲ) 

      

事業費見込み H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 

（千円） 
鶴岡市 6,718 7,041 6,135 6,135 6,135 6,135 31,581 

三川町  698 0 0 0 0 698 

庄内町 3,198 3,465 3,466 3,466 3,466 3,466 17,329 

活用を想定す

る補助制度 

地域公共交通確保維持事業 

県総合交付金 

役割分担の 

考え方 

・鶴岡市が企画・調整を担当し、各町の協力のもと実施する。 

・事業経費は各市町それぞれが負担する。 

・住民への情報提供は各市町がそれぞれ行う。 

事業費見込は現時点での見込額を記載しており、毎年度の予算で具体額を定めます。 

取組の内容 圏域の公共交通ネットワークの強化のため、地域公共交通の実態調査及び検証を行

い、交通事業者等関係機関と連携して、公共交通ネットワークの確保維持及び利用促

進に取り組み、圏域内の交流の活性化を図る。 

甲（鶴岡市） 

の役割 

鶴岡市地域公共交通総合連携計画との整合を図りながら、乙及び関係機関と連携し

て、圏域における公共交通ネットワークの確保維持及び利用促進の活動に中心的に取

り組む。  

乙（三川町、 

庄内町）の役割 

甲及び関係機関と連携して、圏域における公共交通ネットワークの確保維持及び利用

促進の活動に取り組む。 
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② 道路等の交通インフラの整備 

ア 道路整備や維持管理の連携による市町道ネットワークの向上 

  
老朽化の進んでいる道路・橋梁について、圏域の地域間ネットワークの維持向上を図るため、市

町間を結ぶ市町道に架かる橋梁の現状を把握し、修繕計画に基づき適切に補修・補強を行い、長寿

命化を進める。 

 

形成協定の内容 

 
具体的な連携事業 

事業名 地域間連絡道路に架かる橋梁の長寿命化修繕計画の策定及び補修・補強 

関係市町名 鶴岡市、三川町、庄内町 

事業内容 

 

地域間を結ぶ市町道に架かる橋梁の現状を把握し、長寿命化に向けた修繕計画の

策定及び補修・補強を行うことにより、地域間ネットワークの向上を図る。 

期待される効

果 

 

地域を結ぶ主要な道路に架かる橋梁についての長寿命化修繕計画を策定し、計画

的に補修・補強を行うことにより、地域間の安全な交通機能が確保される。 

実施スケジュ

ール 
具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

橋梁調査       

橋梁長寿命化修繕計画策定       

補修・補強工事の実施       

事業費見込み H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 

（千円） 
鶴岡市 55,989 85,400 43,000 15,000 245,000 200,000 588,400 

三川町  0 10,000 10,000 10,000 10,000 40,000 

庄内町 5,000  3,000 33,000 33,000 33,000 102,000 

活用を想定す

る補助制度 

 社会資本整備総合交付金（1/2） 

 起債（9/10） 

役割分担の 

考え方 

・鶴岡市は各町との連絡、調整を担当する。 

・橋梁調査、計画策定、補修工事等については、関係市町それぞれが負担する。 

事業費見込は現時点での見込額を記載しており、毎年度の予算で具体額を定めます。 
 

取組の内容 圏域の地域間ネットワークの維持向上を図るため、市町間を結ぶ市町道に架かる橋梁

の現状を把握し、長寿命化に向けた修繕計画の策定及び補修・補強を行う。 

甲（鶴岡市） 

の役割 

乙との境界部が河川となっている箇所に架かる市道橋梁について、乙との協議により長

寿命化に向けた修繕計画を策定し、計画的に補修・補強を行う。 

乙（三川町、 

庄内町）の役割 

甲との境界部が河川となっている箇所に架かる町道橋梁について、甲との協議により長

寿命化に向けた修繕計画を策定し、計画的に補修・補強を行う。 
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③ 地域の生産者・消費者等の連携による地産地消 

ア 地域産材利活用の推進 

  
圏域の林業再生及び関連産業の振興を図るため、地域産材を使った家づくりを推進する民間ネッ

トワーク組織に対し圏域全体で支援するとともに、各市町それぞれが地域産材を使った家づくりの

普及促進に努める。 

 

形成協定の内容 

 
具体的な連携事業 

事業名 地域産材及び住宅関連産業振興事業 

関係市町名 鶴岡市、三川町、庄内町 

事業内容 

 
森林所有者、製材業者、設計業者、住宅関連業者で組織するネットワーク組織（「つ

るおか住宅活性化ネットワーク」、「庄内の森林から始まる家づくりネットワーク」）が、地

域産木材を使った家づくりを推進するのに際し、圏域全体で支援する。 

 

 

期待される効

果 

 

森林所有者へ利益を還元し森林整備を促進する。 

地域産材を使った家づくりを推進することにより圏域の住宅関連産業の振興を図る。 

 

実施スケジュ

ール 
具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

展開拡大に向けた調整       

事業実施       

       

事業費見込み H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 

（千円） 
鶴岡市 5,000 4,800 558 3,500 5,000 5,000 18,858 

三川町        

庄内町        

活用を想定す

る補助制度 
－ 

役割分担の 

考え方 
・鶴岡市は事務局事務を行うとともに、各町との連絡、調整を行う。 

・住民への情報提供、地域産材を使った家づくりの啓発等は各市町がそれぞれ行う。 

事業費見込は現時点での見込額を記載しており、毎年度の予算で具体額を定めます。 
 

取組の内容 圏域の林業及び地域住宅関連産業の振興を図るため、地域産材を使った家づくりを推

進する民間ネットワーク組織に対し、甲及び乙が連携して支援し、地域産木材の利活

用の推進に努める。 

甲（鶴岡市） 

の役割 

ネットワーク組織への支援を継続して行うとともに、圏域全体での支援について乙と協

議し連携して行い、その充実に努める。 

乙（三川町、 

庄内町）の役割 

甲と連携して、乙の住民に対し、ネットワーク組織の活動に関する普及啓発活動を行

う。 
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④ 地域内外の住民との交流･移住促進 

ア 婚活対策の拡大 

  
圏域の若者の成婚を促進し地域の活力向上を図るため、鶴岡市の行う婚活対策の対象を圏域全体

へ拡大し、各市町が連携・協力してより広範囲で効果的な婚活対策を展開する。 

 

形成協定の内容 

 
具体的な連携事業 

事業名 婚活支援事業 

関係市町名 鶴岡市、三川町、庄内町 

事業内容 

 

 

「つるおか婚活支援ネットワーク」の輪を圏域内に拡大し、情報を共有するとともに、

婚活支援事業補助金の対象を各町の企業及び団体等に拡大する。また各町はその周

知に努め補助を行うとともに、自ら婚活事業を実施する。 

期待される効

果 

 

圏域全体での婚活事業の展開が可能となり、出会いの機会の増加、及び成婚率の

向上が期待される。 

実施スケジュ

ール 
具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

制度の見直し検討       

事業実施（範囲拡大）       

       

事業費見込み H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 

（千円） 
鶴岡市 2,000 2,512 2,987 4,593 4,593 4,593 19,278 

三川町  200 200 200 200 200 1,000 

庄内町  265 353 1,572 1,572 1,572 5,334 

活用を想定す

る補助制度 
 － 

役割分担の 

考え方 

・鶴岡市が事務局を担当し、各町と連絡、調整する。 

・各町の企業及び団体等への補助は各町がそれぞれ行う。 

事業費見込は現時点での見込額を記載しており、毎年度の予算で具体額を定めます。 
 

取組の内容 圏域の若者の成婚を促進するため、甲が行う婚活対策の対象を圏域全体へ拡大し、よ

り広範囲での効果的な婚活対策を展開する。 

甲（鶴岡市） 

の役割 

甲の行う婚活支援事業を乙の住民や団体等も利用できるよう、乙と協議しその内容を

拡大するとともに、取組の調整を図る。 

乙（三川町、 

庄内町）の役割 

甲と連携して、甲の行う婚活支援事業について乙の住民及び団体等に周知を図るとと

もに婚活支援事業を実施する。 
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（３）圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 

① 中心市等における外部からの行政及び民間人材の確保 

② 圏域内市町の職員等の交流 

ア 圏域の地域活力向上に資する合同研修・交流等職員の人材育成 

  
鶴岡市が実施している各種職員研修を基本に、研修の企画立案・運営を１市２町で行い、研修の

質的充実と圏域の職員間の交流を図るとともに、外部より専門家を招聘し、課題解決能力、政策立

案能力等の一層の向上を図る。 

 

形成協定の内容 

 
外部人材の活用方針 

活用する主な

政策分野 
市民生活、健康福祉、教育文化、農林水産、商工観光、社会基盤 

活用期間 平成 27 年度から平成 29 年度までを予定 

関係市町の費

用の負担割合

及び積算 

平成 27 年度以降の専門家の招聘に関する費用については、関係市町の負担割合

は、活用内容を踏まえて市町で協議し決定することとし、費用の積算については、その

年度の課題などを考慮して専門家と鶴岡市が事前に協議して決定する。 

 

 
具体的な連携事業 

事業名その１ 合同研修事業 

関係市町名 鶴岡市、三川町、庄内町 

事業内容 

 

圏域内外から専門家を招へいし、地域活力の向上に資する研修を合同で企画・開

催し、職員の資質向上を図ると共に圏域内職員等の交流を推進する。 

期待される効

果 

 

職員の資質向上、圏域内職員等の交流・連携の推進等により、圏域マネジメント能

力の強化が図られる。 

実施スケジュー

ル 
具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

運営組織・事業内容等の検討       

合同研修の企画・開催       

       

事業費見込み H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 

（千円） 
鶴岡市  600 600 600 600 600 3,000 

三川町  100 100 100 100 100 500 

庄内町  100 100 100 100 100 500 

取組の内容 圏域の市町職員の課題解決能力、政策立案能力等を向上させ、圏域内のマネジメント

能力を強化するため、圏域内外の専門家等を講師として招聘するなどし、地域の活性

化等、圏域内における共通の課題をテーマとした合同研修を実施するとともに、必要に

応じ市町間での人的な交流を行う。 

甲（鶴岡市） 

の役割 

乙と共同して研修を企画・開催するとともに、市町間の人的交流などの取組を行い、そ

の調整を図る。 

甲の職員等への周知、参加取りまとめを行う。 

乙（三川町、 

庄内町）の役割 

甲と共同して研修を企画・開催するとともに、市町間の人的交流などの取組を行う。 

乙の職員等への周知、参加取りまとめを行う。 



31 

 
活用を想定す

る補助制度 
 － 

役割分担の 

考え方 

・鶴岡市、庄内町、三川町が合同で研修の企画・運営を行う。 

・鶴岡市は事業実施に係る事務局を担い、各町と連絡、調整する。 

事業名その２ 外部人材活用事業 

関係市町名 鶴岡市、三川町、庄内町 

事業内容 

 

圏域内外から専門家を招へいし、指導・助言を受けながら地域の振興及び産業の活

性化に関する研修を実施する。 

期待される効

果 

 

職員の課題解決能力、政策立案能力の向上が図られるとともに、圏域内の振興と産

業の活性化が推進される。 

実施スケジュー

ル 
具体的な事業項目 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 

研修等の実施       

       

       

事業費見込み H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ 計 

（千円） 
鶴岡市    3,000 3,000 3,000 9,000 

三川町        

庄内町        

活用を想定す

る補助制度 
 － 

役割分担の 

考え方 

・鶴岡市は事業実施に係る事務局を担い、各町と連絡、調整する。 

事業費見込は現時点での見込額を記載しており、毎年度の予算で具体額を定めます。 
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５ 共生ビジョン事業一覧表 
 
１ 生活機能の強化に係る政策分野 
 
（１）医療 
 
ア 医師等の確保対策の充実 

 

市町 
協定項目 
（第 3 条） 

事業名 事業概要 
事業費見込み（単位：千円） 活用を想定す

る補助制度等 
備考 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

鶴岡市 1-①－ｱ 
医師の確保

対策事業 

荘内病院の医師等の確保に

向けた取組みを協力して実施

する。 

7,000  54,096  999,185  32,340  40,476  1,133,097     

三川町 1-①－ｱ 同上 同上          

庄内町 1-①－ｱ 同上 同上          

 計 7,000  54,096 999,185 32,340 40,476 1,133,097    

 
イ 休日及び夜間における診療体制の充実 

 

市町 
協定項目 
（第 3 条） 

事業名 事業概要 
事業費見込み（単位：千円） 活用を想定する

補助制度等 
備考 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

鶴岡市 1-①－ｲ 

休日及び夜

間における診

療体制の充

実 

圏域の初期救急医療施設とし

て、機能充実と普及啓発を連

携して行う。 

100  40 40 40 40 260     

三川町 1-①－ｲ 同上 同上          

庄内町 1-①－ｲ 同上 同上          

 計 100  40 40 40 40 260     

 
 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

11,962 58,437 1,003,487 36,642 44,778 1,155,306 
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ウ がん緩和ケアの充実 

 

市町 
協定項目 
（第 3 条） 

事業名 事業概要 
事業費見込み（単位：千円） 活用を想定する

補助制度等 
備考 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

鶴岡市 1-①－ｳ 

南庄内がん

緩和ケアの充

実 

「緩和ケアサポートセンター鶴

岡・三川」への支援を通しがん

緩和ケアの普及啓発を推進す

る。 

3,000 3,000  3,000  3,000  3,000  15,000     

三川町 1-①－ｳ 同上 同上 500  500  500  500  500  2,500     

 計 3,500  3,500  3,500  3,500  3,500  17,500    

 
エ がん検診受診率向上に向けた取組の拡大 

 

市町 
協定項目 
（第 3 条） 

事業名 事業概要 
事業費見込み（単位：千円） 活用を想定する

補助制度等 
備考 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

鶴岡市 1-①－ｴ 

がん検診受

診向上対策

啓発事業 

圏域で連携して受診の啓発活

動や職域への働きかけを行

う。 

1,053 613 581 581 581 3,409    

三川町 1-①－ｴ 同上 同上 103 73 71 71 71 389    

庄内町 1-①－ｴ 同上 同上 206 115 110 110 110 651    

 計 1,362  801 762 762 762 4,449   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



34 

（２）福祉 
 
ア 病児・病後児保育施設の相互利用 

 

市町 
協定項目 
（第 3 条） 

事業名 事業概要 
事業費見込み（単位：千円） 活用を想定する

補助制度等 
備考 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

鶴岡市 1-②－ｱ 

病児・病後児

保育施設の

相互利用事

業 

各市町の病児・病後児保育施

設のサービスが相互に利用で

きるようにする。 

6,556 6,708 6,944 6,944 6,944 34,096 

子ども・子育て

支援交付金

(国)  
山形県保育対

策等促進事業

費補助金 

  

三川町 1-②－ｱ 同上 同上 9,906 10,910 10,910 10,910 10,910 53,546 同上   

庄内町 1-②－ｱ 同上 同上    11,664 11,664 23,328 同上   

 計 16,462 17,618 17,854 29,518 29,518 110,970   

 
イ 一時保育施設の相互利用 

 

市町 
協定項目 
（第 3 条） 

事業名 事業概要 
事業費見込み（単位：千円） 活用を想定する

補助制度等 
備考 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

鶴岡市 1-②－ｲ 

一時保育施

設の相互利

用事業 

各市町の一時保育施設のサ

ービスが相互に利用できるよ

うにする。 

11,500 11,500 20,300 20,300 20,300 83,900 

子ども・子育て

支援交付金

(国) 

山形県保育対

策等促進事業

費補助金 

  

三川町 1-②－ｲ 同上 同上 760 2,828 1,473 1,473 1,473 8,007 同上   

庄内町 1-②－ｲ 同上 同上 6,140 6,140 8,506 8,506 8,506 37,798 同上   

 計 18,400 20,468 30,279 30,279 30,279 129,705   

H25 H26 H27 H28 H29 計 

56,738 62,120 71,840 83,197 83,197 357,092 



35 

 
ウ 鶴岡市子ども家庭支援センターの広域利用 

 

市町 
協定項目 
（第 3 条） 

事業名 事業概要 
事業費見込み（単位：千円） 活用を想定する

補助制度等 
備考 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

鶴岡市 1-②－ｳ 

鶴岡市子ども

家庭支援セン

ターの機能拡

充事業 

市子育て支援センターで実施

する育児相談、育児講座等を

圏域全体で利用できるように

する。 

400 400 400 400 400 2,000 

子ども・子育て

支援交付金

(国) 

山形県保育対

策等促進事業

費補助金 

  

三川町 1-②－ｳ 同上 同上          

庄内町 1-②－ｳ 同上 同上          

 計 400 400 400 400 400 2,000   

 
エ 介護認定審査事務の連携 

 

市町 
協定項目 
（第 3 条） 

事業名 事業概要 
事業費見込み（単位：千円） 活用を想定する

補助制度等 
備考 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

鶴岡市 1-②－ｴ 
要介護認定

審査事務 

鶴岡市介護認定審査会にお

いて、三川町の要介護認定審

査事務を受託する。 

16,450 18,600 18,112 18,000 18,000 89,162    

三川町 1-②－ｴ 同上 同上 5,026 5,034 5,195 5,000 5,000 25,255    

 計 21,476 23,634 23,307 23,000 23,000 114,417   
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（３）教育 
 
ア 鶴岡市中央公民館女性センターの広域利用 

 

市町 
協定項目 
（第 3 条） 

事業名 事業概要 
事業費見込み（単位：千円） 活用を想定する

補助制度等 
備考 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

鶴岡市 1-③－ｱ 

鶴岡市中央

公民館女性

センターの機

能拡充事業 

女性センターで実施する資格

取得準備講座や女性講座、相

談等を圏域全体で利用できる

ようにする。 

1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 7,500    

三川町 1-③－ｱ 同上 同上          

庄内町 1-③－ｱ 同上 同上          

 計 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 7,500   

 
 
 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 7,500 
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（４）産業振興 
 
ア 圏域の産業人材の育成 

 

市町 
協定項目 
（第 3 条） 

事業名 事業概要 
事業費見込み（単位：千円） 活用を想定する

補助制度等 
備考 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

鶴岡市 1-④－ｱ 
産業人材育

成支援事業 

(公財)庄内地域産業振興セン

ターが実施する人材育成事業

を連携して支援する。 

8,473 9,655 9,725 9,725 9,725 47,303    

三川町 1-④－ｱ 同上 同上         調整中 

庄内町 1-④－ｱ 同上 同上         同上 

 計 8,473 9,655 9,725 9,725 9,725 47,303   

 
イ 雇用・就業支援対策の推進 

 

市町 
協定項目 
（第 3 条） 

事業名 事業概要 
事業費見込み（単位：千円） 活用を想定する

補助制度等 
備考 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

鶴岡市 1-④－ｲ 

雇用・就業支

援（内職相談

事業） 

鶴岡ワークサポートルームが

行う雇用・就業支援事業を連

携して支援する。 

2,640 2,730 2,690 2,690 2,690 13,440    

三川町 1-④－ｲ 同上 同上 144 148 144 144 144 724    

 計 2,784 2,878 2,834 2,834 2,834 14,164   

 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

35,488 29,297 173,477 59,216 63,416 360,894 
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ウ 水田農業の研究・研修活動等の促進 

 

市町 
協定項目 
（第 3 条） 

事業名 事業概要 
事業費見込み（単位：千円） 活用を想定する

補助制度等 
備考 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

鶴岡市 1-④－ｳ 

庄内水田農

業推進機構

支援事業 

庄内水田農業推進機構が行う

事業を圏域全体で支援する。 
368 370 370 370 370 1,848    

三川町 1-④－ｳ 同上 同上 22 22 21 21 21 107    

庄内町 1-④－ｳ 同上 同上 66 66 63 63 63 321    

 計 456 458 454 454 454 2,276   

 
エ 育苗施設等農業施設の相互利用 

 

市町 
協定項目 
（第 3 条） 

事業名 事業概要 
事業費見込み（単位：千円） 活用を想定する

補助制度等 
備考 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

鶴岡市 1-④－ｴ 

庄内南部地

域花卉育苗

施設等利用

拡大事業 

花卉育苗施設などの農業施

設を圏域全体で利用できるよ

うにする。 

 531 1,000 800 1,000 3,331   

三川町 1-④－ｴ 同上 同上         

庄内町 1-④－ｴ 同上 同上         

 計  531 1,000 800 1,000 3,331   

鶴岡市 1-④－ｴ 
放牧場の合

理化事業「 

放牧場の施設統合と一体的な

利用を進め、効率的な放牧事

業を推進する。 

  8,000 1,000 1,000 10,000   

三川町 1-④－ｴ 同上 同上         

庄内町 1-④－ｴ 同上 同上         

 計   8,000 1,000 1,000 10,000    

合計  531 9,000 1,800 2,000 13,331    
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オ 内水面漁業の振興対策の充実 

 

市町 
協定項目 
（第 3 条） 

事業名 事業概要 
事業費見込み（単位：千円） 活用を想定する

補助制度等 
備考 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

鶴岡市 1-④－ｵ 
内水面漁業

振興事業 

内水面漁業協同組合が行う取

組みに対し圏域全体で支援す

る。 

380 380 380 380 380 1,900    

三川町 1-④－ｵ 同上 同上 48 48 48 48 48 240    

庄内町 1-④－ｵ 同上 同上 47 47 47 47 47 235    

 計 475 475 475 475 475 2,375   

 
カ 観光推進団体等支援の充実 

 

市町 
協定項目 
（第 3 条） 

事業名 事業概要 
事業費見込み（単位：千円） 活用を想定する

補助制度等 
備考 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

鶴岡市 1-④－ｶ 
赤川花火大

会への支援 

赤川花火大会実行委員会に

対し圏域の市町が連携して支

援する。 

10,000 12,000 15,000 12,000 12,000 61,000    

三川町 1-④－ｶ 同上 同上 300 300 400 300 300 1,600    

 計 10,300 12,300 15,400 12,300 12,300 62,600   

鶴岡市 1-④－ｶ 

出羽三山地

区観光開発

への支援 

出羽三山地区観光開発促進

期成同盟会に対し圏域の市町

が連携して支援する。 

2,600 2,600 2,600 2,600 2,600 13,000    

庄内町 1-④－ｶ 同上 同上 200 200 200 200 200 1,000    

 計 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 14,000   

 合計 13,100 15,100 18,200 15,100 15,100 76,600   
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キ 圏域観光の魅力発信の連携強化 
 

市町 
協定項目 
（第 3 条） 

事業名 事業概要 
事業費見込み（単位：千円） 活用を想定する

補助制度等 
備考 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

鶴岡市 1-④－ｷ 

観光資源の掘

り起こしと魅力

発信事業 

出羽商工会の観光事業への

支援、特産品開発プロジェクト

への支援等を連携して行う。 

１00 100 150 1,000 1,000 2,350    

三川町 1-④－ｷ 同上 同上   150 300 300 750    

庄内町 1-④－ｷ 同上 同上 100 100 150 300 300 950    

 計 200 200 450 1,600 1,600 4,050   

鶴岡市 1-④－ｷ 
伝統芸能祭

開催事業 

各市町の伝統芸能が一同に

会する伝統芸能祭を開催す

る。 

 0 0 0 3,000 3,000    

三川町 1-④－ｷ 同上 同上  0 0 0 500 500    

庄内町 1-④－ｷ 同上 同上  0 0 0 500 500    

 計  0 0 0 4,000 4,000   

 合計 200 200 450 1,600 5,600 8,050   

 
ク 食文化や映画を活かした地域文化の発信、創造的人材の育成 

 

市町 
協定項目 
（第 3 条） 

事業名 事業概要 
事業費見込み（単位：千円） 活用を想定する

補助制度等 
備考 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

鶴岡市 1-④－ｸ 

食文化と映画を

活かした創造的

産業づくり事業 

食文化と映画を通した人材交

流･定住、創造的産業の創出

等の取組みを連携して行う。 

10,000     10,000 
国等関連補助

金 
  

三川町 1-④－ｸ 同上 同上          

庄内町 1-④－ｸ 同上 同上          

 計 10,000     10,000   
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ケ 林業の振興と木質バイオマスの利用促進 

 

市町 
協定項目 
（第 3 条） 

事業名 事業概要 
事業費見込み（単位：千円） 活用を想定する

補助制度等 
備考 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

鶴岡市 1-④－ｹ 

木質バイオマ

ス利用促進事

業 

木質バイオマス発電所の整備

推進と、木質バイオマスの供

給体制整備を連携して行う。 

  126,611 21,500 21,500 169,611 

美しい森林づ

くり基盤整備

事業補助金

(国) 

  

庄内町 1-④－ｹ 同上 同上   5,728 5,728 5,728 17,184 同上   

 計   132,339 27,228 27,228 186,795   

 
 
（５）その他 
 
ア 下水道事業の連携 

 

市町 
協定項目 
（第 3 条） 

事業名 事業概要 
事業費見込み（単位：千円） 活用を想定する

補助制度等 
備考 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

鶴岡市 1-⑤－ｱ 

下水道事業

連携プランの

策定と汚水処

理の連携 

事業連携プランを策定し実施

するとともに災害時等の汚水

処理を連携して行う。 

26 44    70    

三川町 1-⑤－ｱ 同上 同上          

庄内町 1-⑤－ｱ 同上 同上          

 計 26 44    70   

 
 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

26 44    70 
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２ 結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 
 
（１）地域公共交通 
 
ア 圏域公共交通ﾈｯﾄﾜｰｸの確保維持及び利用促進 

 

市町 
協定項目 
（第 3 条） 

事業名 事業概要 
事業費見込み（単位：千円） 活用を想定する

補助制度等 
備考 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

鶴岡市 2-①－ｱ 

圏域内バス路

線の確保維

持と利用促進 

既存バス路線の確保維持へ

の支援と情報提供の向上によ

る利用促進を連携して行う。 

7,041 6,135 6,135 6,135 6,135 31,581 

地域公共交通

確保維持事業 

山形県総合交

付金 

  

三川町 2-①－ｱ 同上 同上 698 0 0 0 0 698 同上   

庄内町 2-①－ｱ 同上 同上 3,465 3,466 3,466 3,466 3,466 17,329 同上   

 計 11,204 9,601 9,601 9,601 9,601 49,608   

 
 
（２）道路等の交通インフラの整備 
 
ア 道路整備や維持管理の連携による市町道ﾈｯﾄﾜｰｸの向上 

 

市町 
協定項目 
（第 3 条） 

事業名 事業概要 
事業費見込み（単位：千円） 活用を想定する

補助制度等 
備考 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

鶴岡市 2-②－ｱ 

橋梁の長寿

命化修繕計

画の策定及

び補修・補強 

市町道に架かる橋梁の現状

把握、修繕計画に基づく補修・

補強を連携して行い、長寿命

化を進める。 

85,400 43,000 15,000 245,000 200,000 588,400 

社会資本整備

総合交付金 

地方債 

  

三川町 2-②－ｱ 同上 同上 0 10,000 10,000 10,000 10,000 40,000 同上   

庄内町 2-②－ｱ 同上 同上  3,000 33,000 33,000 33,000 102,000 同上   

 計 85,400 56,000 58,000 288,000 243,000 730,400   

H25 H26 H27 H28 H29 計 

11,204 9,601 9,601 9,601 9,601 49,608 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

85,400 56,000 58,000 288,000 243,000 730,400 
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（３）地域の生産者・消費者等の連携による地産地消 
 
ア 地域産材利活用の推進 

 

市町 
協定項目 
（第 3 条） 

事業名 事業概要 
事業費見込み（単位：千円） 活用を想定する

補助制度等 
備考 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

鶴岡市 2-③－ｱ 

地域産材及び

住宅関連産業

振興事業 

地域産材を使った家づくりを

推進する民間ネットワーク組

織に対し連携して支援を行う。 

4,800 558 3,500 5,000 5,000 18,858    

三川町 2-③－ｱ 同上 同上          

庄内町 2-③－ｱ 同上 同上          

 計 4,800 558 3,500 5,000 5,000 18,858   

 
 
（４）地域内外の住民との交流･移住促進 
 
ア 婚活対策の拡大 

 

市町 
協定項目 
（第 3 条） 

事業名 事業概要 
事業費見込み（単位：千円） 活用を想定する

補助制度等 
備考 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

鶴岡市 2-④－ｱ 
婚活支援事

業 

「つるおか婚活支援ネットワー

ク」の輪を圏域内に拡大し各

市町が婚活事業を実施する。 

2,512 2,987 4,593 4,593 4,593 19,278    

三川町 2-④－ｱ 同上 同上 200 200 200 200 200 1,000    

庄内町 2-④－ｱ 同上 同上 265 353 1,572 1,572 1,572 5,334    

 計 2,977 3,540 6,365 6,365 6,365 25,612   

 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

4,800 558 3,500 5,000 5,000 18,858 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

2,977 3,540 6,365 6,365 6,365 25,612 
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３ 圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 
 
（１）中心市等における外部からの行政及び民間人材の確保 
（２）圏域内市町の職員等の交流 
 
ア 圏域の地域活力向上に資する合同研修・交流等 

職員の人材育成 
 

市町 
協定項目 
（第 3 条） 

事業名 事業概要 
事業費見込み（単位：千円） 活用を想定する

補助制度等 
備考 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

鶴岡市 3-①②-ｱ 
合同研修・交

流事業 

圏域内外から専門家を招へい

し、地域活力の向上に資する

研修及び外部人材の活用を

連携して行う。 

600 600 600 600 600 3,000    

三川町 3-①②-ｱ 同上 同上 100 100 100 100 100 500    

庄内町 3-①②-ｱ 同上 同上 100 100 100 100 100 500    

 計 800 800 800 800 800 4,000   

鶴岡市 3-①②-ｱ 
外部人材活

用事業 

圏域外から専門家を招へい

し、地域振興・産業の活性化

に資する研修を行う。 

  3,000 3,000 3,000 9,000    

三川町 3-①②-ｱ 同上 同上          

庄内町 3-①②-ｱ 同上 同上          

 計   3,000 3,000 3,000 9,000    

 合計 800 800 3,800 3,800 3,800 13,000    

 
 
 
 

H25 H26 H27 H28 H29 計 

800 800 3,800 3,800 3,800 13,000 
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